
経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム

は

じ

め

に

第
一
節
経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化
前
史

H

戦
前
の
諮
問
題

口
健
全
財
政
一
ヵ
年
計
画
-
e
i
-
-
:
:
:
:
:
ハ
以
上
本
誌
二
囚
巻
三
号
)

国
再
建
三
ヵ
年
計
画

同
安
定
経
営
二
ヵ
年
計
画

第
二
節
経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
準
備
過
程

岡
高
度
経
営
三
ヵ
年
計
画

第
三
節
経
営
計
画
と
付
加
価
値
生
産
性
管
理
体
制

内
第
一
次
大
和
経
営
計
画

同
第
二
次
大
和
経
営
計
画

第
四
節
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム

同
第
三
次
大
和
経
営
計
画
・
・
:
・
:
:
:
:
:
(
以
上
本
誌
二
五
巻
一
号
〉

ω
新
経
営
一
一
一
ヵ
年
計
画

第
五
節
経
営
計
画
の
財
務
的
効
果

第
六
節
系
列
・
中
小
運
輸
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化

第
七
節
経
営
計
画
と
消
費
者
・
労
働
者
・
(
以
上
本
誌
二
六
巻
=
一
号
)

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
)

(
一
一
一
)

敷

田

市豊

刷
新
経
営
二
一
ヵ
年
計
画
一
九
七

O
年
四
月
か
ら
一
九
七
三
年

三
月
に
か
け
て
の
、
こ
の
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
の
名
称
に
み
ら
れ

た
「
大
和
」
な
る
文
字
を
削
除
し
て
い
る
。
労
資
協
調
思
想
を
表
現
す
る

た
め
に
つ
け
ら
れ
た
こ
の
文
字
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
福
島
前
社

長
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
き
の
計
画
の
期
間
中
で
あ
る

き
ん

一
九
六
八
年
三
月
に
、
い
わ
ゆ
る
「
日
通
事
件
」
な
い
し
金
の
延
板
事
件

が
摘
発
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
福
島
氏
を
合
む
一
部
役
員
な
ど
の
不
正
が
、

当
時
か
な
り
の
社
会
的
な
話
題
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
「
大
和
」
な
る
文
字
削
除
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

の
イ
メ
ー
ジ
・
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
解
釈
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題

は
、
名
称
の
変
化
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
内
容
と
性
格
に
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
新
経
営
二
一
ヵ
年
計
画
の
基
本
的
性
格
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
結
論

的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
第
一
次
大
和
経
営
計
画
い
ら
い
の
そ
れ
と
基
本

的
に
は
同
一
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
個
々
の
従
業
員
の
計
画
へ
の
参
画
」

に
よ
る
「
労
使
の
協
働
体
制
」
な
ら
び
に
「
生
産
性
賃
金
制
度
」
の
確
立

を
め
ざ
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
計
間
内
容
に
み
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
特
徴
を
指
摘
し
て
お
こ

一
一
七



経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
ハ
一
ニ
υ

ぅ
。
第
一
は
、
七

0
年
代
日
本
経
済
が
な
お
一

O
M程
度
「
高
度
成
長
」
す

る
と
い
う
見
通
し
を
前
提
に
し
た
輸
送
需
要
の
変
化
(
物
流
近
代
化
政
策

に
よ
る
諸
輸
送
機
関
と
輸
送
体
系
の
変
化
)
を
見
越
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
「
輸
送
の
シ
ス
テ
ム
化
へ
の
適
応
」
で

あ
り
日
通
と
し
て
は
「
輸
送
を
構
成
す
る
包
装
・
荷
役
、
保
管
、
輸
送
流
通

加
工
な
ど
の
諸
機
能
の
最
適
組
合
せ
と
、
こ
れ
を
効
率
的
に
管
理
で
き
る

(
m
v
 

情
報
伝
達
機
能
を
あ
わ
せ
て
創
造
販
売
す
る
総
合
輸
送
業
者
へ
の
指
向
」

で
あ
る
。

こ
の
特
徴
点
を
も
う
少
し
具
体
的
に
い
え
ば
、
小
口
や
僻
地
扱
い
は
で

き
る
だ
け
さ
け
て
収
益
性
の
高
い
地
域
つ
ま
り
独
占
企
業
の
大
口
貨
物
を

扱
う
大
平
洋
沿
岸
ベ
ル
ト
地
域
(
南
関
東
、
東
海
、
阪
神
)
に
お
け
る
プ

レ
ー
ト
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
海
上
コ
ン
テ
ナ

基
地
、
流
通
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
必
要
に
応
じ
設
備
と
人
只
を
即
応
的
に
配

置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
忠
所
や
所
属
の
壁
を
こ
え
た
広
域

(

叩

叫

)

運
用
」
と
宿
舎
の
増
設
が
計
画
さ
れ
、
と
く
に
ベ
ル
ト
地
域
の
施
設
・
「
却

効
的
ト
ラ
ッ
ク
倉
庫
」
な
ど
の
た
め
に
六
五

O
憶
の
投
資
計
画
と
な
っ
て

い
る
。
ま
さ
し
く
、
す
で
に
指
摘
し
た
設
備
の
「
有
効
活
用
」
と
「
機
動

作
戦
L

に
よ
る
労
働
強
化
策
で
あ
り
利
潤
率
上
昇
筑
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
こ
う
し
た
作
戦
や
活
用
を
い
っ
そ
う
効
果
あ
ら
し
め

る
た
め
の
従
来
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲
の
拡
大
と
強
化

と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
い
く
つ
か
の
事
例
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

そ
の
一
つ
は
、
カ
ル
ピ
ス
食
品
工
業
と
の
シ
ス
テ
ム
的
結
合
な
い
し
業
務

(ω) 

提
携
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
全
国
に
約
四
、
三

O
O
の
支
庖
を
も
ち
そ

一
一
八

れ
ら
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
合
し
て
い
る
地
方
銀
行
六
一
行
と
の
「
海
外
セ

(
臼
)

ツ
ト
旅
行
」
の
業
務
提
携
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
サ
ン
ホ
l
ム
(
ア
デ

ヵ
、
モ
ノ
ゲ
ン
、
ミ
ツ
ワ
の
三
洗
剤
メ
ー
カ
ー
の
共
同
販
売
会
社
)
と
の

ハ
的
出
〉

保
管
、
輸
送
、
配
達
の
シ
ス
テ
ム
的
結
合
や
三
越
と
の
同
じ
よ
う
な
結
合

が
あ
る
。
ま
た
、
三
菱
商
事
、
三
菱
自
動
車
工
業
を
中
心
と
し
た
一
ニ
菱
グ

ル
ー
プ
は
世
界
第
二
位
の
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
エ
イ
ピ
ス
社
と
の
合
弁
会
社

「
タ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
レ
ン
タ
カ
ー
」
の
設
立
に
さ
い
し
日
通
に
五
%
の
資

本
参
加
を
申
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
同
グ
ル
ー
プ
が
日
通
の
全

(
山
田
)

国
デ
ー
タ
通
信
網
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
他
企
業

シ
ス
テ
ム
と
の
結
合
の
う
ち
で
、
日
清
胆
に
も
っ
と
も
大
き
な
利
益
を
保
証

す
る
の
は
、
国
鉄
の
全
国
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
結
合
で

ハ
町
田
)

占
め
ろ
、
7
0

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲
の
拡
大
は
、
営
業
秘
密
の
防
衛
上

一
定
の
限
界
を
も
ち
な
が
ら
も
生
産
の
社
会
化
を
促
進
し
一
面
で
は
利
潤

率
の
上
昇
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
範
囲
の
拡
大
は
、
本

稿
の
さ
い
ご
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
一
一
国
内
に
と
ど
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
が
、
第
三
一
の
特
徴
で
あ
り
、
情
報
網
の
国
際
化
を
と
も
な
っ
た
「
国

ハ
邸
)

際
一
貫
輸
送
体
制
」
の
計
画
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
計

画
は
す
で
に
進
行
中
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
日
遇
、
一
一
一
井
物
産
、
東
邦
物
産

に
よ
る
合
弁
運
輸
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
設
立
し
同
国
の
「
物
的
流
通
機
構

の
近
代
化
を
促
進
」
し
「
進
出
」
の
日
本
企
業
の
た
め
の
「
流
通
網
の
整

備
」
の
要
求
を
満
そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
七
二
年
八
月
か
ら
開
始
し

た
日
通
と
大
韓
通
運
に
よ
る
「
日
斡
一
貫
輸
送
」
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、



ア
メ
リ
カ
の

U
C
D
C祉
や
カ
ナ
ダ
の
ボ
ー
ダ
ー
-
プ
ロ
カ

i
や
オ
ラ
ン

ダ
の
大
手
通
運
会
社
パ
ン
・
ゲ
ン
・
ル

l
社
や
フ
ラ
ン
ス
・
ダ
ン
サ
ス
社

や
西
ド
イ
ツ
の
シ
ェ
ン
ケ
ル
社
や
全
ソ
運
輸
公
団
な
ど
と
の
海
陸
空
に
わ

た
る
「
国
際
一
貫
輸
送
体
制
」
も
す
す
み
つ
つ
め
る
。

右
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
新
経
営
三
ヵ
年
計
画
の
計
数
的
内
容
は
、
付

最
終
年
度
の
年
間
営
業
収
入
目
標
三
、
一

O
O億
円
(
六
九
年
の
基
準
年

度
比
一
二
%
増
〉
、
口
同
一
人
一
ヵ
月
当
り
営
業
収
入
目
標
二
万
七
、

0

0
0円
(
同
比
二
一
%
増
)
、
日
向
付
加
価
値
生
産
性
一
六
万
円
(
同
比
一

二
銘
増
)
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
長
期
計
画
に
比
べ
る
と
最
高
の
「
高

度
成
長
」
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
計
画
の
実
現
度
に
つ
い
て
は
第
五
節
の
財
務
分
析
の
と
こ
ろ

で
も
み
る
が
、
こ
こ
で
は
、
お
お
ま
か
に
最
終
年
度
七
二
年
度
営
業
収
入

目
標
一
一
一
、
一

O
O億
円
に
つ
い
て
の
み
ふ
れ
て
お
こ
っ
。
七

Q
年
度
は
約

二
、
七
二

O
億
円
、
七
一
年
度
は
約
二
、
八
六
四
億
と
徐
々

ι目
標
に
接

近
し
て
い
る
。
七
二
年
上
期
は
約
一
、
五

0
0億
(
『
日
本
経
済
新
聞
』
七

二
年
八
月
一
五
日
に
お
け
る
「
予
想
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
下
期
は

一
、
五

O
O億
を
上
回
る
で
あ
ろ
う
し
七
一
一
年
度
は
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な

い
か
ぎ
り
目
標
三
、
一

O
O億
を
下
回
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

(
町
)
本
誌
一
一
五
巻
一
号
、
}
七
四
ペ
ー
ジ
。

ハ
四
岬
〉
日
通
「
新
経
営
三
ヵ
年
計
画
」
一
ペ
ー
ジ
。

〈
印
)
日
通
が
こ
の
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
域
に
注
目
す
る
理
由
は
、
沢
村
社
長
の
つ

ぎ
の
発
言
に
よ
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
計
画
立
案
時
に
お
け
る
全

国
貨
物
輸
送
量
の
地
域
的
変
化
に
か
ん
し
「
地
域
的
に
見
る
と
、
た
と
え
ば
太

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
〉

平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
一
面
積
で
は
三
分
の
一
ぐ
ら
い
し

か
な
い
と
こ
ろ
へ
約
六

O
M
の
人
間
が
集
ま
り
、
総
生
産
の
八

O
M
ぐ
ら
い
を

生
産
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
内
容
は
品
目
別
、
あ
る
い
は
地
域
別

に
見
て
も
非
常
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
」
会
経
団
連
月
報
』
七
O

年
九
月
号
、
二
九
ペ
ー
ジ
)
と
。

ま
た
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
東
・
名
・
神
高
速
道
路
を
利
用
し
た
大
型
ワ
ン

マ
ン
・
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
一
七
・
五
ト
ツ
)
に
よ
る
大
量
・
高
速
輸
送
が
日
通
に

も
た
ら
す
効
楽
に
つ
い
て
、
日
通
・
陸
運
部
長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
「
①
輸
送
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
、
早
朝
配
達
が
可
能
と

な
る
こ
と
に
よ
り
、
荷
主
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
。
⑦
車
両
の
大
型
化
、

一
人
乗
務
方
式
に
よ
り
一
人
当
り
幹
線
輸
送
ト
ン
数
は
悶
・

0
ト
ン
か
ら
一
七

・
五
ト
ン
に
向
上
し
た
。
③
幹
線
上
の
輸
送
コ
ス
ト
は
従
来
の
単
車
運
行
に
比

し
約
二
一

O
M低
減
、
特
に
コ
ス
ト
に
占
め
る
費
目
構
成
で
は
、
総
人
件
費
五
二

Mm
が
一
四
Mm
と
」
な
っ
た
と
ハ
松
浦
嘉
彦
「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
諮
問
題
」
、
『
輸

送
展
望
』
一
九
七
一
年
四
月
号
、
六
笠
ぺ

l
ジ〉。

(ω
〉
『
日
本
経
済
新
聞
』
七
一
年
三
月
二
七
日
。

(
引
)
『
日
本
経
済
新
聞
』
七
一
年
七
月
一
一
一
日
。

(
何
回
〉
『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
七
一
年
六
月
号
、
一
二
七
ペ
ー
ジ
。

ハ
邸
)
司
日
本
経
済
新
聞
』
七
二
年
一
月
二
一
日
。

〈N
m
)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
国
鉄
の
畏
期
経
営
計
画
お
よ
び
国
鉄
「
情
報
管
理

近
代
化
の
長
期
計
画
」
の
サ
イ
ド
か
ち
み
た
詳
細
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
管

理
会
計
の
現
実
的
役
割
t
|
|
悶
鉄
・
資
本
蓄
積
計
画
の
変
化
」
、
『
経
済
』
七
二

年
五
月
号
参
照
さ
れ
た
い
。

(
筋
)
こ
の
体
制
の
メ
リ
ッ
ト
と
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
日
通
総
合
研
究
所
の
市

来
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
「
国
際
輸
送
に
お
け
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ヵ
l
ゴ

一
一
九



経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
)

の
総
合
的
輸
送
コ
ス
ト
引
き
下
げ
の
た
め
の
合
理
的
な
輸
送
方
式
と
し
て
は
、

コ
ン
テ
ナ
船
に
よ
る
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
そ
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

国
際
海
よ
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
つ
い
て
は
、
在
来
船
輸
送
の
場
合
の
よ
う
に
、
各

運
送
区
間
毎
に
そ
の
取
扱
い
や
責
任
内
容
が
コ
マ
切
れ
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は

一
貫
輸
送
の
メ
リ
ッ
ト
が
減
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
輸
送
取

扱
い
を
出
荷
先
か
ら
届
け
先
ま
で
一
貫
し
て
行
な
う
と
こ
ろ
の
国
際
協
同
一
貫

輸
送
業
者
の
出
現
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
現
在
の
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
は
在

来
船
輸
送
の
影
響
が
多
分
に
残
っ
て
い
る
が

F

今
後
は
、
海
運
業
者
、
陸
上

運
送
業
者
お
よ
び
港
湾
運
送
業
者
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
、
国
際
一
貫
運
送
業

者
と
し
て
の
役
割
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
そ
の
主
体
者
と
し
て
演
ぜ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
海
運
業
者
は
荷
主
と
直
結
し
て
安
定
し
た
集

荷
体
制
酬
を
確
立
し
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
運
航
効
率
を
高
め
る
た
め
、
陸
上
運
送
業

者
は
一
貫
責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
り
国
際
輸
送
の
元
請
分
野
に
お
け
る
シ
ェ
ア

を
拡
大
す
る
た
め
、
ま
た
港
湾
運
送
業
者
は
乙
仲
業
務
に
お
け
る

L

・
c
・L

貨
物
の
コ
ン
ソ
リ
デ
l
タ
ー
と
し
て
の
国
際
一
貫
輸
送
業
者
の
分
野
の
主
体
者

主
目
ざ
し
て
進
出
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
(
市
来
清
也
「
輸
送
近

代
化
と
協
同
一
貫
輸
送
業
者
」
、
『
輸
送
展
望
』
一
九
七

O
年
八
月
号
、
三
八

t

三
九
ペ
ー
ジ
〉
。第

五
部

経
営
計
画
の
財
務
的
効
果

経
営
計
画
が
ど
の
程
度
の
実
現
性
な
い
し
財
務
的
効
果
を
も
つ
か
に
つ

い
て
は
、
独
占
企
業
で
は
そ
の
市
場
独
占
な
ど
を
条
件
と
し
て
か
な
り
た

(随一〉

か
い
こ
と
が
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
通
の
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
各

計
画
に
つ
い
て
の
検
討
の
さ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
み
て
き
て
い
る
が
、

一二

O

こ
こ
で
は
、
そ
の
検
討
を
い
く
つ
か
の
分
析
指
標
に
よ
っ
て
総
括
的
に
再

整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
前
稿
口
で
、
日
通
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
通
信
シ
ス

テ
ム
の
内
容
を
説
明
し
た
の
ち
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
「
日
通
の

下
請
・
系
列
企
業
の
労
働
者
も
ふ
く
め
る
な
ら
ば
約
一

O
万
人
の
労
働
者

が
、
直
接
・
間
接
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
指
示
に
よ
っ
て

n
効
果
的
に
動
き

ま
わ
っ
て
い
る
。
の
で
あ
る
。
こ
の
現
場
で
の
労
働
強
化
は
一
人
当
り
の

営
業
収
入
を
増
加
さ
せ
労
働
生
産
性
を
た
か
め
る
。
同
時
に
変
動
費
的
労

務
費
を
相
対
的
に
減
少
せ
し
め
る
。
ま
た
、
事
務
に
お
け
る
労
働
者
数
の

減
少
お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク
、
荷
役
機
械
、
会
庫
な
ど
の
H

有
効
使
用
。
は
固

定
費
を
相
対
的
に
減
少
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
分
岐
点
を
引
き
さ
げ

た
う
え
で
操
業
度
を
た
か
め
る
(
営
業
収
入
の
増
加
)
と
さ
、
日
通
の
利

(
臼
)

潤
率
は
上
昇
す
る
か
、
低
下
の
一
定
の
阻
止
が
み
ら
れ
る
」
と
し
た
。

そ
こ
で
、
第
四
表
に
よ
っ
て
、
日
運
に
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
時
期

(
六
九
牛
四
月
稼
動
〉
前
後
か
ら
の
「
損
益
分
岐
点
の
位
置
」
を
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。
六
九
年
(
下
期
)
以
降
は
九
一
形
程
度
と
従
米
に
比
べ
て

低
水
準
で
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
七
一
年
ハ
上

期
〉
が
九
四
・
九
%
と
一
時
的
に
上
昇
し
て
い
る
の
は
、
当
時
一
方
で
は

「
合
理
化
」
投
資
に
よ
る
固
定
費
の
相
対
的
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
方

で
景
気
の
後
退
を
反
映
し
売
上
収
入
が
前
期
比
ほ
と
ん
ど
上
昇
し
な
か
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
か
く
、
シ
ス
テ
ム
導
入
後
は
分
岐
点
が
下

向
し
て
い
る
事
実
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
事
実
は
、

(

国

山

)

〈

ω)

こ
れ
ま
で
に
筆
者
が
分
析
し
た
新
日
鉄
と
国
鉄
に
つ
い
て
も
同
様
に
指
摘



日通の損益分岐点推移(単位:100万円〉

同 盟 強l下期 上期 下期

川 6川 9山叩 134，611山 741141，79山側l

34，6571 36，772[ 40，7721 42，36引 44，397

76，414i 84，05δ 叩，3771 94，5341 95，0191 104，3661 

1， 841! 3，792! 3，6271 4，17引 2，3771

100，5841 108，3031 111，433i 123，0511128，36問134，5361136，137 

93.41 96.41 89.51 91.791.01 94.91 

本表の作成は神奈川大・大橋英五氏の厚意による。分岐点の算定方式は日銀方

式 cw主要企業経営分析のによる。資料出所は有価証券報告書であるが，固定費

・変動費の区分については，たとえば70年(上〉の『有価証券報告書~ 22"'24ペ
ージの損益計算書についていれば， I事業費」の中の「人件費Jの50%， I減価

償却費Jと「祖税公課」の全額， 「一般管理費」の全額を固定費とし，他は全て

変動費とした。

71年
上期

69年
上期

68年
下期

表。，ι第

40，705 

91.41 

3，833 

33，193 

72，427 

1，547 

高

費

損益分岐点

損益分岐点の
位置 (9の

費

ナ士
斗~

定

動

上

国

変

利

売

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
〉

し
う
る
傾
舟
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
導
入
効
果
は
さ
し
あ
た
っ
て
「
労
働
者
一
人
当

(

市

)

り
売
上
立
向
」
の
上
昇
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
一
ー
総
資
本
利
指
率
」
の
た
か
ま

(
礼
)

り
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
後
述
の
よ
う
に
、
公
表
利
益
に
含
ま

れ
る
利
益
い
ん
ぺ
い
分
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
明
確
に
日
連
の
シ
ス

テ
ム
導
入
に
よ
る
個
別
利
潤
率
の
上
昇
な
い
し
低
下
抑
制
の
効
果
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
シ
ス
テ
ム
の
導
入
だ
け

が
機
械
的
に
利
潤
率
を
た
か
め
た
と
解
す
る
の
は
単
純
で
誤
り
で
あ
る
。

現
実
は
、
シ
ス
テ
ム
導
入
を
紬
と
し
た
多
様
な
「
合
理
化
」
の
総
合
さ
れ

た
結
果
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
軸
と
し
て
の
効
果
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
基
本
的
に
は
、
シ
ス
テ
ム
利
用
が
も
た
ら
す
、
不
変
資
本
充
用
上

(ηυ 

の
節
約
(
現
象
的
に
は
資
本
回
転
率
の
よ
昇
)
に
よ
る
国
定
費
減
な
ら
び

に
労
働
者
数
の
相
対
的
減
少
と
一
人
当
り
売
上
増
加
に
よ
る
変
動
費
の
相

対
的
減
少
と
が
結
合
し
た
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
導
入

後
と
い
え
ど
も
、
景
気
後
退
に
よ
る
不
可
避
的
な
売
上
減
が
急
激
と
な
れ

ば
シ
ス
テ
ム
は
万
能
の
神
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
な
か
っ
た
ば
あ
い
よ
り
も
利
調
率
低
下
の
割
合
を
多
少
と

も
少
く
す
る
に
と
ど
ま
る
程
度
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
資
本
主
義
的
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
適
用
の
限
界
で
ち
あ
る
。

さ
で
、
シ
ス
テ
ム
を
軸
的
な
子
段
と
し
た
経
営
計
画
も
含
め
、
戦
後
経

営
計
画
の
結
果
と
し
て
の
資
本
蓄
積
の
テ
ン
ポ
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
の
た
め
に
、
第
四
表
に
お
け
る
有
形
固
定
資
産
の
伸
び
率
を
み
て
い
た

だ
き
た
い
。
敗
戦
の
四
五
年
ハ
よ
〉
当
時
の
そ
れ
は
七
、
七

O
O万
円
で



経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
)

一一一一一

標

利営 業益 労働者7年E -
労働者平一均

計1〈0半0力事年円給額〉営((1売0業0上万収げ円入〉) 
人当

利益働 人当( 上
給与(・額手〉(100 (1007JP3)i(附者数 1000円)j(1000率円〕高1000円額〉当月万円〉
1000円

91. 7 1 1 
98.5 1 
110.6 16 128 

16， 791 
18， 638 100.9 75 380 
20， 906 
21， 450 102.4 76 424 
20， 545 
20， 547 80.5 98 522 
22， 555 
25， 78.6 127 642 
23， 1，22 
23， 1，23 75.3 636 
23， 1，23 
25， 1，33 72，9 37 694 
25， 1，28 
28， 1，295 72，4 36 798 
29， 
29， 1， 71.4 51 282 838 
27'| 2， 
30，735 2， 64 324 902 
30，349， 2， 
34，815 2， 68. 59 368 1，010: 
36，9判 2， 
40，582 2， 70. 78 432 1，302 
44，454 2， 
50，523 3，917 3， 74.2 95 479 281 12，513 
51，423 4，214 3， 95 499 1，342 281 13，007 
53，328 4，036 3， 76.5 90 528 1，380 311 14，313 
55，867 4，652 3， 99 561 1，414 311 14，515 
61，956 4，819 3， 78.8 100 641 1，564 341 16，0641 
63，570: 4，391 3， 89 758 1，612 341 15，907 
68，013: 4，795 3，592 78.2 92 875 1， 740 371 17，348 
70，738i5，661 4，301 110 883 1，806 361 16，829 
75，8481 5，247 4，152 78.3 106 902 1，938 401 18，628 
77，8851 5，374 4，268 110 925 2，010 411 19，238 
85，192 6，384 5，055 77.4 133 930 2，236 441 19，987 
90，150 

6関5，141 137 957 2，398 451 20，411 
99，035 6， 4，118 75.2 112 1，019 2，890 461 20，189 
99，546 4， 2，976 119 1，030 2，702 511 22，408 

105，522 3， 1，547 73.6 85 1，095 2，875 521 22，635 
111，099 3， 1，841 74.1 50 1， 111 2，999 581 25，865 
122，837 6， 3，792 74.1 51 1，140 3，314 601 26，539 
132，576 5，720 3，627 75.4 48 1，160 3，516 691 31，425 
139，079 6，572 4，179 74.3 56 1，207 3，744 721 32，267 
139，601 4，676 2，377 75.1 32 1，233 3，718 791 35，429 
146，778 7，019 3，833 73.8 52 1，284 3，978 811 35，985 
148，000 

指言者営経と

上期は 9月，下期は 3月が各決算月である。 72年上期の売上lま了日本経済新聞』
72.8.15の予想による。
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経
蛍
計
商
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
)

あ
っ
た
が
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
再
編
成
過
程
の
輸
送
力
需
要
の
増
加

に
お
う
じ
、
六
九
年
に
は
八
二
億
一
ニ
、

0
0
0万
円
と
ほ
ぼ
一

O
七
倍
と

い
う
飛
躍
的
な
伸
び
で
あ
る
。
敗
戦
時
に
は
、
戦
時
補
償
特
別
税
の
納
付

を
強
制
さ
れ
た
り
特
別
経
理
会
社
の
指
定
を
つ
け
た
り
過
度
経
済
力
集
中

排
除
法
の
部
分
的
適
用
を
つ
け
た
り
し
て
い
る
の
で
、
当
時
は
特
殊
な
状

態
に
あ
っ
た
と
考
え
、
そ
の
後
日
通
が
「
再
建
」
さ
れ
た
五
六
年
上
の
一

三
億
七
、

O
O
Q万
円
と
一
五
年
後
の
現
在
(
七
一
年
・
下
)
の
そ
れ
と

を
比
較
し
て
み
て
も
、
七
倍
ち
か
い
増
加
ぶ
り
で
あ
る
。

「
再
建
」
い
ら
い
の
こ
う
し
た
高
蓄
積
テ
ン
ポ
は
、
蓄
積
分
の
再
投
資

に
よ
る
営
業
規
模
の
拡
大
を
同
時
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
み

る
と
コ
ン
テ
ナ
化
や
荷
役
な
ど
の
機
械
化
の
進
行
が
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
「
合
理
化
」
投
資
の
進
行
を
も
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
ろ
。

だ
か
ら
、
こ
の
点
は
、
第
日
表
の
労
働
装
備
率
の
急
上
昇
と
あ
い
ま
っ
て

い
る
。
五
六
年
山
」
時
の
装
備
率
二

O
万
八
、

0
0
0円
は
、
第
三
次
大
和

経
営
計
画
時
(
六
七
年
)
に
は
一

O
一
万
九
、

0
0
0円
と
す
で
に
約
五

倍
と
な
っ
て
い
る
。
ヒ
一
年
ハ
下
)
と
比
べ
る
と
約
一
ハ
倍
で
あ
る
。

資
本
蓄
積
の
程
度
を
示
す
別
の
指
標
と
し
て
平
均
使
用
総
資
本
(
上
・

下
の
平
均
)
の
増
加
率
や
こ
の
資
本
し
た
が
っ
て
ま
た
資
産
に
含
ま
れ
る

投
資
勘
定
や
関
係
会
社
持
株
の
増
大
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

指
標
に
つ
い
て
は
、
第
六
節
で
具
体
的
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

つ
ぎ
に
資
本
構
成
の
変
化
を
、
第
H
・
日
表
に
よ
っ
て
検
討
し
よ
う
。

企
業
の
「
国
際
競
争

b
f乞
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
は
じ
め
之

の
は
、
す
で
に
笠
五
年
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
競
争
力
を
強
化
す
る

一
二
四

に
は
企
業
の
「
体
質
改
善
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
の
ば

あ
い
の
体
質
と
は
資
本
構
成
の
技
術
的
表
現
の
一
つ
で
あ
る
向
己
資
本
比

率
(
自
己
資
本
プ
ラ
ス
他
人
資
本
と
自
己
資
本
の
割
合
)
を
さ
す
。
こ
の

比
率
が
低
い
と
き
は
、
操
業
度
な
ど
他
の
条
件
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
固

定
費
と
し
て
の
支
払
利
子
が
相
対
的
に
お
お
い
の
で
競
争
力
が
弱
化
す
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

利
子
率
が
配
当
率
を
下
回
っ
て
お
れ
ば
、
株
式
な
ど
自
己
資
本
に
よ
る

よ
り
も
低
資
金
コ
ス
ト
の
他
人
資
本
に
よ
る
営
業
の
ほ
う
が
有
利
で
あ
る

な
ど
の
理
白
か
ら
、
自
己
資
本
比
率
の
如
何
は
た
芯
ち
に
競
争
力
の
強
弱

に
つ
な
が
る
と
は
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
い
。
第
日
比
表
で
み
る
よ
う
に
、

わ
が
国
の
全
産
業
の
白
己
資
本
比
率
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
で
ま
れ
に
み
る
ゴ
円
同
度
成
長
し
を
と
げ
た
の
で
あ

る。
こ
の
問
題
は
こ
こ
で
の
直
接
的
課
題
で
な
い
の
で
、
六
一
年
ま
で
の
日

通
の
自
己
資
本
比
率
を
第
日
表
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
ほ
ぼ
五

0
1六
O
%と
全
産
業
な
ど
に
比
べ
て
も
相
対
的
に
「
健
全
」
な
体
質
で

あ
る
。
と
に
か
く
五
三
年
(
下
)
を
転
期
と
し
て
健
全
化
傾
向
を
と
っ
て

い
る
。
こ
の
五
三
年
は
健
全
財
政
一
ヵ
年
計
画
と
つ
ぎ
の
再
建
三
力
年
計

画
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
年
で
あ
り
、
文
字
ど
う
り
「
健
全
」
化

さ
れ
「
再
建
」
さ
れ
た
と
い
え
る
。

六
一
年
以
降
の
数
字
を
第
日
表
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
の
数
字
は
、
日

週
『
社
史
』
の
算
定
基
準
が
不
明
確
な
た
の
に
、
『
荷
価
証
券
報
告
書
』

の
「
負
債
・
資
本
合
計
一
に
占
め
る
「
資
本
」
の
割
合
を
機
械
的
に
表
示
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均
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①
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一
業
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立
庄
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上
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下

63 

64 

52.0 
52.0 

52.9 
59.3 

59.6 
56.4 

上
下

上
下

上
下

54 

55 

し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
第
日
表
の
数
字
と
は
接
続
し
な
い
。
ま
た
、

第
四
表
で
は
、
退
職
給
与
引
当
金
な
ど
の
利
益
性
引
当
金
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
実
質
比
率
は
も
っ
と
た
か
い
。
そ
の
証
拠
に
、
福
島
前
社
長
は

六
四
年
こ
ろ
に
あ
る
座
談
会
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
長
期
計

画
な
ど
に
よ
る
業
績
の
向
上
と
と
も
に
、
金
融
の
問
砲
に
つ
き
ま
し
で
も

経
営
計
画
と
オ
シ
フ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
一
二
)

19.0 27.5 
27.2 

上
下

65 
56 

18.4 27.5 
27.3 

上
下66 

56.5 
55.0 

上
下

57 

17.5 27.1 
26.0 

上
下67 

61.2 
59.3 

上
下

58 

16.9 26.0 
25.4 

上
下

68 

56.7 
60.8 

戸k
下

59 

25.1 
24.4 

上
下69 

57.9 
54.6 

24.3 
23.7 

上
下70 

23.2 
22.8 

上
下71 日通『宇土史』

(DIT'主要企業経台分桁』

②『法人企業統計』

45.9 
55.7 

上
下

60 

61 

非
常
に
円
滑
に
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
自
己
資
本
で
申
し
上
げ
ま

す
と
、
い
ま
資
本
金
が
四
百
三
十
二
億
で
す
が
、
六
二
%
が
自
己
資
本
で

(η
〉

す
。
こ
う
し
た
会
社
は
、
そ
う
山
田
に
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
、

こ
こ
で
も
算
定
基
準
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
自
己
資
本
比
率
の
低
い
こ

と
な
ど
は
ま
っ
た
く
問
題
祝
さ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
他
社
比
較
で
も

五



経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
〉『有価証券報告書』による

ただし退職給与引当金など

利皆性引当金が負債に含ま

れているので，この比率は

実質上はもっとたかい。

日通の「負債・資

本合計」に占める

「資本」の割合

竺空~l昌弘之
41.1 
38.8 
41.2 
36.0 
35.1 
35.7 
35.5 
33.5 
29.1 
27.5 
26.4 

61年
62年
63年
64年
65年
66年
67年
68年
69年
70年
71年

第16表十
分
な
余
裕
が
誇
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
。
も
ち
ろ
ん
、
傾
向
的
に
み

れ
ば
低
下
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
全
産
業
に
比
べ
れ
ば
低
下
の
度
令
は

つ
よ
く
な
い
。

つ
い
で
、
公
表
利
益
を
問
題
と
し
よ
う
。
独
占
企
業
は
一
般
に
各
種
の

利
益
性
引
当
金
を
設
定
し
、
公
表
利
益
を
過
少
と
し
減
税
効
果
な
ど
を
え

て
い
る
こ
と
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
通
に
つ
い
て
も
お
な
じ
こ
と

が
い
え
る
。
第
口
表
を
み
よ
う
。
と
く
に
め
だ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
六
六

年
(
下
)
以
降
に
引
当
金
の
積
増
合
計
額
が
急
増
し
、
さ
ら
に
六
九
年
(

下
)
か
ら
は
そ
れ
が
い
っ
そ
、
コ
加
速
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
第
四
表
で
み
た
公
表
上
の
総
資
本
利
益
率
は
急
激
に
低
下
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
会
計
政
策
的
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
ま
た
、
第
日
表
に
よ
る
と
、
七
一
年
(
下
)
の
公
表
利
益
は
一
二

八
億
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
第

η
表
中
の
同
期
の
純
積
増
額
の
合
計
だ

け
で
も
約
三

O
億
で
あ
り
、
こ
の
分
だ
け
過
少
表
示
と
な
っ
て
い
る
。
以

下
、
き
わ
だ
っ
た
引
当
金
に
か
ぎ
っ
て
倹
汁
し
て
み
よ
、
7
0

一一一六

受
取
債
柊
の
一
、

0
0
0
分
の
一
七
を
限
度
額
と
す
る
貸
倒
引
当
金
を

み
よ
う
。
た
と
え
ば
、
六
八
年
(
下
)
の
積
増
額
は
六
六
年
の
四
倍
に
ち

か
い
。
こ
の
二
年
間
に
受
取
債
権
も
四
倍
に
な
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
そ

れ
な
り
の
筋
が
と
わ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
六
六
年
(
下
)
の
受
取
手
形
、

短
期
貸
付
金
、
売
掛
金
、
関
係
会
社
短
期
貸
付
金
の
合
計
額
約
二
三
三
億

に
た
い
し
、
六
八
年
(
下
〉
の
そ
れ
は
約
凶
三
九
億
で
二
倍
に
も
な
っ
て
い

な
い
。
さ
ら
に
、
正
確
に
み
る
た
め
に
、
実
際
の
貸
倒
償
却
で
あ
る
「
目

的
使
用
」
分
を
積
増
額
か
ら
差
引
い
た
純
積
増
額
を
み
よ
う
。
金
額
的
に

は
多
少
減
少
す
る
が
、
お
な
じ
く
四
倍
ち
か
い
増
加
1
利
益
い
ん
ぺ
い
速

度
で
あ
る
。
七
一
年
の
純
積
増
額
は
一

O
億
を
突
破
す
る
ま
で
に
な
っ
て

い
る
。つ

ぎ
に
、
賞
与
引
当
金
は
、
六
七
年
(
下
)
よ
り
設
定
を
は
じ
め
、
余

裕
(
蓄
積
増
)
が
こ
の
勘
定
に
ま
で
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
年
二
回
の
実
際
賞
与
支
給
額
を
差
引
い
た
純
積
増
額
を
み
よ
う
。
そ

れ
は
翌
六
八
年
(
上
〉
よ
り
計
上
さ
れ
だ
し
、
六
九
年
(
下
〉
で
は
二

O
億
ち

か
い
過
少
表
示
機
能
が
働
い
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
七

U
年
(
上
)
に
は
一

七
億
ち
か
い
過
少
表
示
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
ワ
い
て
、
商
業
誌
で
さ
え

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
日
通
は
「
こ
の
期
は
賞
与
引
当
金
を
限

度
い
っ
ぱ
い
の
一
六
億
円
と
っ
た
。
退
職
給
与
引
当
金
も
二
二
億
円
積
み

増
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
三
八
億
円
の
内
部
蓄
積
を
図
っ
た
。
そ
れ
だ
け
表

ハ
抱
〉

面
(
H
H

公
表
)
利
益
は
減
っ
て
い
る
計
算
で
あ
る
」
と
。

退
職
給
与
引
当
金
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
労
働
者
会
員
が
一
度
に
退
職

し
た
と
仮
定
さ
れ
る
ば
あ
い
に
支
給
す
べ
き
退
職
金
総
額
の
五

O
%を
税
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一
一
)

法
上
の
限
度
額
と
す
る
引
当
金
で
あ
る
。
第
日
表
を
み
る
ま
で
も
な
く
、

日
通
で
は
そ
の
よ
う
な
破
産
状
態
は
生
じ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

実
隊
退
職
金
支
給
分
で
あ
る
「
目
的
使
用
L

分
を
引
い
た
純
積
増
額
は
六

七
年
(
下
)
よ
り
急
増
し
、
七
一
年
(
上
〉
で
は
二
五
億
ち
か
い
高
額
と

な
っ
て
い
る
。
と
う
し
た
利
益
過
少
表
示
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
商
業
誌

の
引
用
分
も
ひ
と
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
い
ご
に
貿
替
資
産
引
当
金
に
つ
い
て
。
従
来
、
「
固
定
資
産
の
譲
渡

収
入
を
も
っ
て
代
替
固
定
資
産
を
取
得
し
た
場
合
、
そ
の
限
り
で
、
固
定

資
産
に
関
す
る
譲
渡
所
得
が
発
生
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
:
・
:
買
替
資
産
を

(

お

)

そ
の
取
得
原
価
で
な
く
譲
渡
資
産
の
簿
価
に
ま
で
圧
縮
し
て
計
上
す
る
」

と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
通
達
に
よ
り
新
旧
資
産
の
差
額
(
益
金
)
を

買
替
資
産
引
当
金
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
の
ば
あ
い
で
も
免
税

と
な
り
資
産
の
過
少
表
示
に
よ
る
利
益
い
ん
ぺ
い
の
機
能
を
は
た
し
て
い

(
刊
山
)

る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
「
買
替
資
産
等
特
別
勘
定
」
に
お
け
る
「
等
」

の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
は
買
替
資
産
引
当
金
な
ど
(
こ
れ
以

外
に
は
た
と
え
ば
返
品
引
当
金
な
ど
〉
に
振
替
ら
れ
る
(
税
法
上
認
め
ら

れ
る
〉
過
渡
的
な
「
特
別
」
の
勘
定
で
あ
り
、
免
税
と
利
益
い
ん
ぺ
い
機

能
を
は
た
す
こ
と
に
か
わ
り
な
い
。
な
お
、
関
連
し
て
独
占
企
業
の
土
地

投
機
の
側
面
も
あ
る
よ
う
に
み
え
、
重
大
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
主
題

で
は
な
い
の
で
ふ
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
通
の
こ
の
二
つ
の
勘
定

が
六
九
年
以
降
巨
額
で
あ
り
蓄
積
機
能
は
お
お
き
い
。

以
上
、
多
額
の
ち
の
に
県
定
し
て
み
て
き
た
諸
引
当
金
の
う
ち
、
き
わ

め
て
控
え
目
に
純
積
増
分
ハ
い
ん
ぺ
い
利
益
分
)
の
ん
口
計
額
だ
け
を
六
七

一
二
八

年
(
上
)
か
ら
七
一
年
(
下
〉
ま
で
に
つ
い
て
み
る
と
、
概
算
で
そ
れ
ぞ

れ
、
二
・
七
億
、
九
・
ニ
コ
一
億
、
一
五
・
四
億
、
二
六
・
九
億
、
一
九
・

四
億
、
二
七
・
凹
億
、
一
二
六
・
七
九
億
、
二
四

-
Q
六
億
、
三
四
・
五
三

億
、
コ
二
・
四
二
億
と
、
う
な
ぎ
昇
り
と
な
っ
て
い
る
。
つ
い
で
、
こ
れ

ら
の
い
ん
ぺ
い
分
を
、
第
日
表
の
同
期
の
公
表
純
利
益
に
加
算
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
五
四
・
一
億
、
五

0
・
四
一
億
、
四
五
・
一
億
、
四
二
・
三
億

三
七
・
八
億
、
四
七
・
六
億
、
七
三
・

0
六
億
、
六
五
・
八
五
億
、
五
八

二
ニ

υ億
、
六
九
・
七
五
億
と
、
と
く
に
七
Q
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
の

増
加
ぶ
り
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
六
九
年
(
上
)
の
最
少
限

に
み
た
実
質
利
益
額
七
三
・

O
六
億
の
〈
了
額
を
同
期
の
日
通
全
労
働
者
七

万
四
、

0
0
0人
に
均
等
に
配
分
す
る
'
と
す
れ
ば
、
組
合
と
の
団
体
交
渉

い
い
よ
る
毎
期
の
賃
金
上
昇
額
に
、
さ
ら
に
一
人
当
り
六
ヵ
月
で
一

O
万
円

の
昇
給
と
な
る
。
全
額
均
等
配
分
が
ひ
ど
い
と
い
う
な
ら
半
額
で
も
五
万

円
で
、
団
交
に
よ
る
昇
給
分
に
毎
月
約
八
、
五

O
O円
上
積
み
す
る
こ
と

(η) 

が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
前
稿
同
の
第
叩
表
で
み
た
よ
う
に
労
働
者
の
労

働
生
産
性
を
だ
か
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
化
の
も
と
で
苛
酷
な

労
働
条
件
が
強
制
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
つ
ぜ
ん
要
求
さ
れ
て
し
か

る
べ
き
で
あ
る
。

右
に
み
た
毎
期
の
実
質
利
益
額
に
よ
っ
て
、
第
四
表
の
公
表
上
の
総
資

本
利
益
率
を
計
算
し
な
お
す
な
ら
ば
、
多
少
の
低
下
傾
向
を
否
定
し
な
い

ま
で
も
、
ほ
ほ
五
Mm程
度
を
維
持
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
六
七
年
以
前

に
も
利
益
の
い
ん
ぺ
い
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
以
降
の
そ
れ
が
と
く

に
は
げ
し
く
、
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
公
表
資
本
利
益
率
は
信
用
で
き



な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
@
で
は
、
こ
め
当
時
な
ぜ
こ
、
つ
し
た
操
作
が
と

く
に
な
さ
れ
た
の
か
。
理
由
は
ニ
ワ
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は

六
七
年
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
発
覚
し
だ
し
た
日
通
事
件
に
た
い
す
る
社

会
的
批
判
回
避
の
必
要
で
あ
る
。
二
つ
は
六
八
年
末
か
ら
七

O
年
二
月
に

か
け
て
通
運
料
金
を
約
二
O
M
m
引
上
げ
る
た
め
の
根
拠
づ
く
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
七

O
年
四
月
か
ら
は
新
経
営
コ
一
ヵ
年
計
画
が
は
じ
ま
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
第
四
節
の
同
で
み
た
よ
う
に
、
こ
の
計
画
は
計
画
数
値
ど

う
り
の
実
現
を
一
不
し
つ
つ
あ
る
。
政
治
権
力
と
結
合
し
た
独
占
価
格
の
設

定
が
経
営
計
百
の
一
つ
の
存
立
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
明
ら
か
な
例

公表資本利益率推移

下

列
上

下

対
上

下

田
上

下

嗣
上

下

回
上

下

回
上

下

回
上

下

制
上

下

品
上

下

白
上

下

町
上

下

回
よ

下

同
よ

下

樋
上

A
U
 

6.8 

っι5
 

Q
J
 

E
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日銀『主要企業経首分析』・~:什価証券報告書』

より作成。

涯
で
あ
る
。

資
本
利
益
率
に
か
ん
し
、
も
う
少
し
た
ち
い
る
こ
と
に
し
よ
う
@
第
3

図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
初
は
「
全
産
業
」
に
比
較
し
日
通
は
よ
り

高
水
準
で
推
移
し
、
六
四
年
の
不
況
叩
却
を
の
ぞ
け
ば
、
六
七
年
(
上
)
ま
で

安
定
的
で
あ
る
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
安
定
的
な
長
期

的
傾
向
の
な
か
で
多
少
の
波
が
み
ら
れ
、
そ
れ
が
「
全
産
業
」
の
サ
イ
ク

ル
と
年
度
的
に
同
調
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
全
産
業
」
の
上
昇
期
か
ら
日
通
の
上
昇
期
が
時
間
的
に
お
く

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
運
輸
業
の
ば
あ
い
転
勤
・
進
学
期
や

年
末
な
ど
の
季
節
変
動
(
第
六
節
・
第
4
図
参
照
)
が
く
わ
わ
る
の
で
厳

密
に
は
い
え
な
い
が
、
「
全
産
業
」
の
商
品
生
産
増
大
後
に
日
通
の
大
量

輸
送
需
一
去
の
増
加
が
は
じ
ま
る
か
、
わ
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
六
七
年
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
の
低
下
(
そ
れ
は
第
3
図
の

う
え
で
は
急
激
で
あ
る
が
、
実
質
は
そ
う
で
は
な
く
て
従
来
と
う
り
主
%

前
後
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
に
指
撤
し
た
と
う
り
で
あ
る
〉
も
、
そ
の
後

の
「
全
産
業
し
の
波
を
追
っ
て
、
回
復
し
て
い
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
総

資
本
利
益
率
の
内
容
で
あ
る
総
資
本
回
転
率
と
売
上
利
益
率
ハ
と
も
に
第

四
表
参
照
〉
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
よ
う
。
六
九
年
(
下
)
の
回
転
率
は
、

ぞ
れ
以
前
の
一

0
年
間
に
比
べ
て
最
高
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
上

昇
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
二
次
大
和
三
ヵ
年
計
画
に
お
け
る
機
械
化

に
よ
る
「
合
理
化
」
効
果
が
六
五
年
(
下
)
ご
ろ
か
ら
加
速
度
的
に
あ
ら

わ
れ
、
六
九
年
(
下
)
以
降
は
、
本
節
の
最
初
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
軸
と
し
た
「
合
理
化
」
の
発
現
で
あ
る
と
み

一
二
九
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ス
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(
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て
よ
い
。

一
般
に
、
回
転
率
は
、
純
利
益
ほ
ど
に
は
紛
飾
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
比
率
は
相
対
的
に
よ
り
現
実
を
反
映
し
た
も
の
と
い

え
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
方
で
の
売
上
利
益
卒
は
、
さ
い
き
ん
に
な
っ
て
多

少
上
向
い
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
六
七
年
当
時
に
比
べ
て
か
な
り
の
低

水
準
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。
、
だ
か
ら
、
さ
き
の
公
表
総
覚
本
利
益
率

の
「
急
激
」
に
低
下
し
た
水
準
は
、
こ
の
公
表
売
上
利
益
率
の
低
水
準
(

公
表
純
利
益
の
過
少
表
示
〉
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
は

っ
き
り
し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
一
般
に
い
う
売
上
げ
、
日
通
で
い
う
営
業
収
入
に
つ
い
て
み

よ
う
。
日
通
で
は
、
『
有
価
証
券
報
告
書
』
の
う
え
で
も
、
そ
の
事
業
種

別
を
、

a
通
運
事
業
、

b
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
、

C

そ
の
他
の
事
業

(
海
よ
運
送
・
航
空
運
送
・
港
湾
積
卸
・
倉
庫
な
ど
)
の
三
種
に
分
類
し

て
い
る
。

第
叩
凶
表
を
み
て
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
は
、
「
高
度
成
長
1

一
過
程
で
の
生
産
・

輸
送
量
の
増
大
に
お
う
じ
、

a
、
b
、

c
各
事
業
と
も
常
業
収
入
が
ほ
と

ん
ど
毎
年
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

a
の
通
運
事
業
は
、

他
の

b
、
C

と
比
較
し
て
、
伸
び
率
は
低
い
。
た
と
え
ば
、
六
一
年
(
下
)

の
a
は
同
期
の

b
、
C

そ
れ
ぞ
れ
の
倍
額
で
あ
っ
た
が
、
六
八
年
(
上
)
に

は一一一

0
0億
余
で
一
二
事
業
は
一
周
を
な
ら
べ
る
に
ひ
と
し
く
な
ワ
て
い
る
。

そ
し
て
、
翌
六
九
年
(
上
)
に
は
、
一
二
者
間
の
差
は
少
な
い
と
は
い
え
、

a
は
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
(
下
)
に
は
、

a
と

c
は
同
額
と
な

つ
え
が
、
翌
期
以
降
こ
ん
に
ち
ま
で
、

a
は
最
下
位
で
あ
る
と
同
時
に

c

。

が
ト
ッ
プ
と
な
り
一
番
高
い
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
七

O
年

末
か
ら
の
輸
送
機
関
の
重
点
移
動
を
反
映
し
、
従
来
の
鉄
道
輸
送
中
心
か

ら
中
長
巨
離
高
速
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
海
・
空
運
と
が
結
合
し
た
輸
送
体
系

(
い
わ
ゆ
る
シ
ス
テ
ム
輸
送
)
に
ウ
エ
イ
ト
が
移
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

だ
が
、
右
は
あ
く
ま
で
三
者
向
の
重
点
変
化
の
問
題
で
あ
っ
て
、
通
運

事
業
の
首
業
収
入
絶
対
額
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
治
大
し
て
い
る
し
、
最
下

位
と
は
い
え
総
営
業
収
入
中
の
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
変
り

は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
傾
向
は
、
近
年
の
国
鉄
経
常
訂
函
の
主
要
な
柱

ハ
町
出
)

の
一
つ
で
あ
る
中
長
距
離
高
速
貨
物
輸
送
へ
の
集
中
と
あ
い
ま
っ
て
、
お

お
さ
く
玄
化
す
る
こ
と
な
く
継
続
す
ろ
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
継
続
が
推
定
さ
れ
る
理
由
は
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
毎
年

増
加
す
る
政
府
物
資
ハ
米
、
麦
、
塩
、
た
ば
こ
、
軍
需
品
な
ど
)
の
輸
送

を
、
天
下
り
人
事
(
後
述
〉
や
政
治
献
金
(
た
と
え
ば
、
白
透
か
ら
の
自

民
党
各
派
議
員
・
団
体
へ
の
六
二
年
か
ら
五
ヵ
年
半
の
献
合
額
は
公
と
な

っ
た
分
だ
け
で
も
二
、
五
八
四
万
五
、

0
0
0円
)
や
交
際
費
(
有
価
証

券
報
告
吉
に
あ
ら
わ
れ
た
公
表
交
際
費
は
六
五
年
い
ら
い
毎
年
二

1
三
億

と
な
っ
て
い
る
)
な
ど
の
利
用
に
よ
っ
て
、
独
占
的
に
受
注
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
六
六
年
度
の
通
運
収
入
六
七
二
億
の
う
ち
政
府
か
ら
の
受

(

刊

日

)

注
は
一

O
六
億
で
あ
り
、
六
七
年
度
の
米
な
と
の
独
占
斡
送
に
よ
り
食
糧

(
肌
叩
〉

庁
か
ら
受
取
る
収
入
は
一
一
三
ニ
億
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
防
衛
庁
か

ら
の
独
占
受
注
は
、
慾
一
山
祭
予
備
隊
当
時
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
六
八
年

(
飢
)

当
時
で
年
間
の
料
金
収
入
は
三
億

2
四
億
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
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経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
)

後
も
一
貫
し
て
基
本
的
に
変
化
し
て
い
な
い
。

第
六
節

系
列
・
中
小
運
輸
業
と
オ
ン

ラ
イ
ン
化

(
山
田
)
ア
メ
リ
カ
独
占
企
業
の
ば
あ
い
に
お
け
る
実
現
性
に
つ
い
て
は
、
拙
著

『
管
理
会
計
批
判
』
六
六

t
六
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
そ
の
条
件
に
つ
い
て
は
同

著
二
八
七

t
二
八
九
ペ
ー
ジ
で
論
じ
て
お
い
た
。

(
門
別
)
本
誌
二
五
巻
一
一
号
、
一
八
六

i
一
八
七
ペ
ー
ジ
。

(
m
m
)

拙
稿
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
と

P

人
間
尊
重
u

L

、
『
経
済
評
論
』

七
一
年
一

O
月
経
営
会
計
特
集
号
、
二
一
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

(

ω

)

拙
稿
「
管
理
会
計
の
現
実
的
役
割

l
i国
鉄
資
本
蓄
積
計
画
の
変
化
」
、

『
経
済
』
七
三
年
五
月
号
、
三
七
四

t
三
七
六
ペ
ー
ジ
参
照
。

(叩山〉

(nxmM)
第
日
表
参
照
。

ハ
何
日
)
日
通
『
流
通
経
済
を
支
え
る
動
脈
』
、
一
七
二
ペ
ー
ジ
。

(
ね
)
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
経
済
情
報
』
、
七
一
年
四
月
一
五
日
、
九
八
ペ
ー
ジ
。

(
布
〉
中
居
文
治
「
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
課
税
」
(
河
合
信
雄
編
『
現
代
企
業

税
制
批
判
』
所
収
〉
一
九

0
ペ
ー
ジ
。

(
祁
〉
前
掲
中
居
稿
一
九

0
ペ
ー
ジ
以
下
で
詳
細
な
一
般
的
分
析
が
な
さ
れ
て
い

る。
(η
〉
本
誌
二
主
巻
一
号
、
一
七
五
ペ
ー
ジ
。

(
苅
)
そ
の
内
容
的
検
討
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
管
理
会
計
の
現
実
的
役
割

」
を
参
照
。

〈
刊
は
〉
『
朝
日
新
聞
』
、
六
八
年
四
月
一
七
日
。

(
初
)
『
朝
日
新
聞
』
、
六
七
年
一

O
月
七
日
。

(
創
)
『
日
本
経
済
新
開
』
、
六
人
年
四
月
一
九
日
。

系
列
・
中
小
企
業
の
支
配
と
多
面
的
な
利
用
は
、
独
占
企
業
の
経
営
計

画
存
立
の
一
つ
の
重
袋
な
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
日
通
の
ば
あ
い
も
例
外

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
問
題

を
か
ら
め
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
第
四
表
に
よ
っ
て
、

系
列
企
業
支
配
の
状
況
を
み
よ
う
。
投
融
資
額
な
ら
び
に
会
社
数
の
両
面

か
ら
み
て
、
か
な
り
強
力
な
支
配
力
を
拡
大
的
に
維
持
し
て
き
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
た
だ
、
関
係
会
社
数
に
一
定
の
変
動
傾
円
の
あ
る
の
は
、
支

配
分
野
の
整
理
・
縮
少
政
策
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
不
正
事
件
当
時
利
用

し
た
ト
ン
ネ
ル
会
社
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
金
額
的
に

は
拡
大
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
七
一
年
上
期
に
は
三

O
一
億
と
異
常
に
高

い
の
は
、
有
価
証
券
報
告
書
に
よ
る
か
ぎ
り
で
は
、
「
関
係
会
社
長
期
貸

付
金
」
が
前
期
比
三
倍
増
が
主
た
る
原
因
で
あ
り
、
ぞ
れ
以
上
の
内
部
事

情
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
支
配
の
分
野
を
布
価
証
券
報
告
書
か
ら
み
る

と
不
動
産
、
商
事
、
ト
ラ
ッ
ク
、
通
運
、
海
運
、
倉
庫
、
研
究
所
、
港
湾

運
送
・
荷
役
、
船
舶
作
業
、
梱
包
、
観
光
な
と
か
な
り
の
範
囲
に
お
よ
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
後
経
営
計
画
上
の
基
本
方
針
で
あ
る
日
通
経
済
圏

の
形
成
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
が
、
運
輸
関
連
市
場
の
独
占
と
効
率
重
点

投
資
に
よ
る
連
結
資
本
利
益
率
の
上
昇
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
さ

い
、
各
事
業
部
を
別
法
人
と
す
る
こ
と
に
よ
り
烹
別
賃
金
制
を
導
入
し
労

働
者
の
組
織
力
を
分
散
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
み
の
が
し
え
な
い
効
果
で
あ

一一一一一



日通の関係・系列企業支配

上

下po 
n
h
u
 

n同
d

95伺引億

75 

89 

90 

47 

69 

関係会社①

95 

51 

43 

96 

113 

定
①

勘資投

180 

174 

180 

113 

134 

140 

155 

125 

161 

第19表る
。
そ
し
て
か
か
る
分
散
は
、
経
営
計
画
の
実
現
度
を
た
か
め
結
果
と
し

て
計
画
存
立
の
条
件
を
形
成
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
下
請
中
小
運
輸
業
の
直
接
的
利
用
の
問
題
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

そ
の
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
戦
後
中
小
運
輸
業
の
全
般
的
状
況
を
と
ら
え

ハ
加
山
)

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
戦
前
に
お
け
る
日
通

の
市
場
占
拠
率
は
最
高
時
で
約
七
五
勉
で
あ
っ
た
が
、
敗
戦
直
後
の
五
一

年
に
は
取
扱
い
・
積
卸
し
・
集
配
の
三
者
平
均
で
約
三

O
Mと
半
減
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
残
り
の
約
七
O
M
m
が
他
の
中
小
企
業
の
分
担
分
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

第
却
表
に
よ
る
と
ト
ラ
ッ
ク
、
通
運
と
も
に
戦
後
の
増
加
傾
向
が
強
く
、

と
り
わ
け
ト
ラ
ッ
ク
の
そ
れ
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
六
八
年

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
一
ニ
)

91 

87 

94 

96 

94 

94 

94 

52 
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70 

48 

66 

61 
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月
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上
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195 
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上
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①有価証券報缶書より作成，関

係会社持株のほか投資有価証

券，出資金，関係会社出資金，

長期貸付金などをふくむ，金

額iま億未満略。

②有価証券報告書より作成，金

額は億未満略。

71 

(
的
∞
)

以
降
も
変
わ
ら
な
い
。
つ
U
C
に
規
模
別
構
成
を
第
幻
表
に
よ
っ
て
み
る
と

一
定
の
特
徴
の
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
同
表
の
車
両
数
規

模
別
に
つ
い
て
み
る
と
、
一

Q
台
以
下
わ
零
細
業
だ
け
で
六
一
・
五
Mmと

過
半
数
を
占
め
、
三

O
台
以
下
の
中
小
零
細
業
で
も
八
二
・

o
v
mと
業
界

の
大
部
分
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
遇
運
業
だ
け
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
に

い
え
る
。
第
幻
表
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
運
輸
省
で
は
、
こ
の
表
に
も

と
づ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
七
一
年
度
は
「
資
本
金
一
、

0

0
0万
円
以
下
の
小
規
模
業
者
が
四
八
・
二
%
(
六
六
年
度
調
査
六

O
M、

六
九
年
度
調
査
五
二
・
五

Mm〉
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
七
一
年
度
の
従

業
員
三

Q
O人
以
下
の
事
業
者
は
七
八
・
一
%
(
六
六
年
度
調
査
、
七

0
・

(刷。

四
%
、
六
九
年
度
調
査
七
六
・
四
労
)
と
大
部
分
を
占
め
て
い
る
」
と
。

一一一
一一



経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
)

トラック・通運業者数の

推移

通運事
業者数

787 

795 

274 

706 

750 

773 

819 

829 

846 

801 

ク
数
一

ツ
者
一

ラ
業
一

ト
事
一

度

2，487 

3，800 

5，514 

7，977 

11，143 

793 

1，663 

9，779 

12，163 

13，092 

54 

57 

58 

1946 

50 

52 

53 

55 

56 

51 

第20表こ
う
し
た
な
か
で
の
日
通
の
占
め
る
地
位
に
つ
い
て
白
書
は
第
お
表
を
示

し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
昭
和
四
五
年
度
末
現
在
に
お
け
る

通
達
事
業
者
の
う
ち
で
も
日
本
通
達
は
、
資
本
金
四
三
五
億
、
通
運
関
係

従
業
員
約
六
万
人
(
全
体
の
五
二
一
%
)
で
、
取
扱
数
量
に
お
い
て
は
全
体

の
五
八
・
一
銘
を
占
め
、
他
の
企
業
と
の
格
差
が
大
き
い
こ
と
が
こ
の
業

(
邸
)

界
の
著
し
い
特
徴
で
あ
る
」
と
。
六
八
年
度
の
総
取
扱
数
量
六
億
O
、
七

九
三
万
ト
ン
に
占
め
る
日
通
の
割
合
は
五
六
%
(
年
間
約
三
億
ト
ン
以
上
)

で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
の
市
場
独
占
は
す
す
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

以
上
の
日
通
の
支
配
力
の
強
さ
を
念
頭
に
お
い
て
日
通
の
下
請
支
配
関

係
を
み
よ
う
。
日
通
の
下
請
依
存
度
(
通
運
事
業
費
総
額
に
占
め
る
「
傭

車
船
費
・
下
請
費
」
の
割
合
)
は
、
六
三
年
(
上
期
)
一
一
・
四
%
、
六

四
年
(
下
期
)
一
コ
了
一
二
%
、
六
五
年
(
上
期
)
二
五
・
八
%
、
六
七
年

(
上
期
〉
二
九
・
七
%
と
毎
期
早
い
テ
ン
ポ
で
上
昇
し
て
い
る
。
他
方
で
、

四

857 

日本自動車会議所『陸運統計要
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868 

940 

898 

906 

918 

959 

838 

939 

931 

14，047 

14，932 

20，668 

22，793 

23，260 

22，063 

17，799 

19，029 

21，739 

16，631 

59 

60 

64 

68 

67 

62 

63 

65 

66 

61 
同
じ
年
・
期
の
日
通
の
通
運
事
業
費
総
額
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
は
、

六
0
・
三
勉
、
五
六
・
五
Mm
、
四
七
・
四
%
、
四
七
・
五
wm
と
相
当
の
低

(
目
別
)

下
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
傾
向
は
、
日
通
の
意
識
的
「
合
理
化
」
政

策
の
結
果
で
は
あ
る
が
、
そ
の
後
も
強
ま
っ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。
た

(
釘
)

と
え
ば
本
稿
口
の
第
四
表
の
「
傭
車
船
費
・
下
請
費
」
会
合
む
「
前
給
付

費
用
」
の
六
七
年
以
降
の
増
加
傾
向
を
み
れ
ば
よ
い
。

か
か
る
傾
向
は
、
第
一
次
大
和
経
営
計
画
以
来
の
通
運
下
請
企
業
の
低

賃
金
と
低
下
請
運
賃
(
定
額
運
賃
の
割
引
H
H
ダ
ン
ピ
ン
グ
な
い
し
ピ
ン
ハ

(
∞
∞
)
 

ネ
)
の
利
用
と
日
通
内
の
「
合
理
化
」
〈
と
り
わ
け
高
年
令
層
の
首
切
り

と
配
転
・
増
員
ス
ト
ッ
プ
〉
の
進
展
を
示
す
側
面
で
も
あ
る
。
同
時
に
、

反
面
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
結
合
し
た
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
域
な
ど
の
も

う
か
る
分
野
へ
の
集
中
投
資
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
下
請
企
業
の
利
用
の
み
な
ら
ず
臨
時
労
働
者
の



(1) 
車

両
数

規
模

別

路
線

ト
ラ

ッ
ク

構
成

比
(

%
)

そ
の

他
ト

ラ
ッ

ク

構
成

比
(

勉
〕

構
成

比
(

%
)

(2) 
従

業
員

規
模

別

1-----
一

一
¥

業
種

路
線

ト
ラ

構
成

ッ
ク

比
(

%
)

そ
の

他
ト

ラ
ッ

ク

構
成

比
(

勿
〕

構
成

比
(

%
)

10
，017 
40.3 

10
，139 
40.11 

第
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表

ト
ラ
ッ
ク
業
者
の
規
模
別
構
成
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通達業の資本金別・従業員数別の構成
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第22表

金

1.20人以下

本資

3071 3 

272 11 18 101 

77(56) 

6(55)i 

(35) (21) 141 

(51) 

24(86) 

3. 101~300人

4. 301~1， 000人

企
業
全
体
の
従
業
員

778(111) 

(4) 

、
ノ
一
。

お

一

ジ

沢
一
一

2

一
ぺ

ヴ'、，ノ月d
告年噌'・

4

ヴ，
ea

/
f

、、

378 l 計 l 印i

5. 1，001人t)，上

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
ハ
三
)

2. 21"'100人

資本金規模別通運業者第23表

百十A. 
日限定業者一般業者

502 299 203 

332 197 135 

63 42 21 

184 141 43 

1，081 679 402 

43 36 7 

6 6 

35 14 21 

種

1千万円以下

5千万円以下
株

1億円未満
式

f、
ヱニ、

1億円以よ
社

5十

7社会他CI) ぞ

人?:宏イ也dコ;:j炉、』

人{回
一じ
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経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
)

で
運
用
し
、
変
動
輸
送
需
要
部
分
〈
波
動
部
分
)
を
日
一
展
・
季
節
労
働
者

と
い
っ
た
流
動
的
労
働
者
の
利
用
、
傭
車
・
下
請
と
い
っ
た
社
外
戦
力
に

(

川

目

)

よ
っ
て
消
化
す
る
」
と
い
う
。

こ
の
消
化
・
詞
整
方
法
は
、
川
町
ゴ
雇
傭
量
の
増
減
に
よ
る
調
整
」
と
似

て
車
両
設
備
の
増
減
に
よ
る
調
整
」
と
に
分
類
で
き
る
と
し
て
、
同
に
か
ん

し
て
は
資
本
の
論
理
を
直
載
に
反
映
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。

「
一
般
に
一
定
期
間
に
お
い
て
は
常
用
従
業
員
は
固
定
さ
れ
、
そ
の
外
に

景
気
の
調
整
弁
な
い
し
低
賃
金
労
働
者
の
利
用
と
し
て
、
臨
時
・
日
一
雇
の

形
態
が
存
在
し
て
い
る
。
第
5
図
(
さ
き
の
第
4
図
の
内
容
と
照
応
し
て

い
る
|
|
敷
田
〉
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
雇
傭
区
分
の
中
に
固
定
的
な

人
員
区
分
(
在
籍
・
試
一
房
一
・
傭
員
・
嘱
託
)
と
変
動
的
な
人
員
区
分
(
白

(
幻
)

一
展
・
季
節
)
を
設
け
て
波
動
に
対
応
さ
せ
て
い
る
」
と
い
い
、
川
の
調
整

に
つ
い
て
は
、
「
同
業
他
社
か
ら
傍
車
(
運
転
手
付
車
)
す
る
と
い
う
形

が
一
般
的
で
あ
る
。
第
剖
表
は
そ
の
実
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大

規
模
来
者
程
そ
の
割
合
は
高
い
。
ま
た
A
支
庖
の
コ
ン
テ
ナ
集
配
に
必
要

な
車
両
台
数
を
示
し
た
も
の
が
第
6
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
日
曜
・

祭
日
を
除
い
た
日
々
の
波
動
は
著
る
し
く
、
固
定
戦
力
を
ど
こ
に
置
い
た

場
合
が
、
最
適
か
は
難
か
し
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
支
庄
で
は
:
:
:
一
白

平
均
輸
送
可
能
個
数
を
コ
了
五
個
に
回
定
し
、
一
日
の
必
要
車
両
台
数
を

算
出
し
、
日
曜
・
祭
日
を
除
い
た
最
低
点
(
第
6
図
で
は
破
線
の
部
分
)

に
自
社
戦
力
を
定
め
、
ぞ
れ
以
外
の
変
動
部
分
を
社
外
か
ら
の
傭
事
に
依

(
m
m
)
 

存
し
て
い
る
」
と
い
う
。

そ
こ
で
問
題
は
、
こ
の
「
最
低
点
」
を
あ
ら
か
じ
め
計
画
し
う
る
特
定

一回。

の
計
算
的
手
法
が
あ
る
の
か
と
う
か
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
引
用
し
て
き
た

論
稿
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
手
法
案
出
の
論
理
的
一
定
の
試
み
は
あ
る

が
、
実
際
上
は
過
去
の
経
験
に
照
ら
し
た
「
最
低
点
」
を
予
定
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
と
う
ぜ
ん
な
が
ら
傭
車
に
よ
る

波
動
「
調
整
」
に
も
一
定
の
限
界
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
一
方
で
は
「
一
定
の
試
み
」
が
な
さ
れ
る
に
し
て
も
、

他
方
で
同
時
に
、
「
独
立
に
無
数
に
存
在
」
す
る
「
小
規
模
の
底
所
ご
と

に
適
正
固
定
戦
力

(
H最
低
点
)
を
決
定
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
」

と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
車
両
を
「
庖
所
か
ら
庖
所
へ
機
動
運
営

Li---オ

(
川
出
)

ン
ラ
イ
ン
利
用
に
よ
る
機
動
運
営
」
が
強
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ワ
ま
り

下
請
・
傭
車
・
臨
時
に
よ
る
低
賃
令
労
働
力
利
用
と
同
時
に
オ
ン
ラ
イ

ン
・
シ
ス
テ
ム
利
用
が
、
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
と
労
働
強
化
を
可
能

と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
利
潤
率
を
た
か
め
る
た
め
の
不
可
欠
の
手
段
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
中
小
運
輸
業
の
生
産
力
利
用
に
か
ん
し
て
は
、
さ
ら
に
、
「
物

流
近
代
化
」
政
策
が
重
視
さ
れ
だ
し
た
さ
ん
ね
ん
の
段
渚
で
、
重
要
な
問

題
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
独
占
企
業
本
位
の
新
全
総
↓
日
本
列
島
改
造

政
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
物
流
近
代
化
」
政
策
の
進
行
が
、
運
輸
独
占
に

利
益
を
も
た
ら
し
中
小
業
者
の
再
編
・
淘
汰
を
す
す
め
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
に
お
け
る
、
日
速
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
筋
だ
け
を
示
す
と
、
つ
ぎ

の
と
う
り
で
あ
る
。
六
九
年
度
か
ら
七
八
年
度
の
一

0
ヵ
年
を
期
間
と
す

る
国
鉄
の
旧
財
政
再
建
計
画
の
実
施
計
画
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、

当
時
全
国
の
貨
物
駅
約
三
、

0
0
0駅
を
半
分
の
一
、
五

O
O駅
に
減
少



平均 I 43.1 29.0 

『貨物自動車実態調査~ (運輸省1968年〉

各比率は規模別の企業数計を100とした比率

僻 lニ出… l 
23.2 

31. 7 

33.7 

33.5 

32.4 

28.5 

19.1 

20.0 

12.3 

12.5 

傭車の利用・提供状況

20.8 

37.5 

53.5 

61.2 

68.5 

73.6 

74.8 

85.7 

90.8 

78.1 

備事をしている

第24表

i -会主規模

5両まで

6 r-.J 10 

11 r-.J 15 

16 r-J 20 

21 r-.J 初

31 r-.J 50 

51 r-.J 100 

101 r-.J 200 

201 r-.J 500 

501両以上

経
蛍
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
〉

せ
し
め
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
七
二
年
ふ
一
初
年
度

と
す
る
国
鉄
財
政
再
建
新
一

0
ヵ
年
計
画
が
一
年
間
繰
延
べ
に
な
る
と
は

い
え
、
日
本
列
島
改
造
政
策
に
依
拠
す
る
か
た
ち
で
新
ら
た
に
促
進
さ
れ

る
方
向
を
も
っ
て
い
る
。

当
初
の
こ
の
貨
物
駅
集
約
化
プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
独
占
企
業
の
大
口
貨

物
を
高
速
で
大
型
拠
点
駅
(
七
八
年
ま
で
に
三
八
予
定
)
聞
な
い
し
タ
ー

ミ
ナ
ル
閑
を
集
中
輸
送
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
そ
の
た
め
に
独

占
企
業
の
お
お
い
ベ
ル
ト
地
域
の
駅
や
地
方
都
市
駅
間
の
プ
レ
ー
ト
ラ
イ

ナ
ー
(
七
八
年
ま
で
に
二
八
八
本
予
定
)
が
増
加
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
駅
の
す
べ
て
に
白
通
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

中
継
装
置
と
端
末
機
が
待
機
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
日
通
の
市
場
占
拠
率

を
た
か
め
他
の
条
件
を
一
定
と
す
れ
ば
個
別
利
潤
翠
を
も
た
か
め
る
。
そ

の
認
由
は
、
日
本
プ
レ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
株
式
会
社
(
国
鉄
と
日
通
な
ど
の

共
同
出
資
)
が
ラ
イ
ナ
ー
の
荷
物
(
コ
ン
テ
ナ
)
を
独
占
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
こ
の
新
会
社
が
す
べ
て
の
プ

レ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
取
扱
釈
で
、
他
の
遇
運
会
社
を
排
除
し
て
独
占
的
に
分

担
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
:
:
:
コ
ン
テ
ナ
の
荷
姿
で
ロ
ッ
ト
が
ま
と
ま
っ

〈

M
N
)

て
お
り
、
生
産
性
が
高
い
の
で
、
高
収
益
事
業
で
あ
る
」
た
め
で
あ
る
。

で
は
、
中
小
業
者
は
ど
う
な
る
の
か
。
貨
物
駅
集
約
化
の
方
向
が
だ
さ

れ
た
当
時
す
で
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
「
年
間
取
扱
数
量
が
三
万

ト
ン
以
下
の
小
駅
は
集
約
・
廃
止
の
方
同
を
め
ざ
し
て
お
り
、
こ
れ
が
具

体
化
し
た
場
合
、
遜
運
事
業
者
の
大
半
は
営
業
で
き
な
く
な
る
事
態
が
生

〈
鉛
)

ず
る
」
と
。
こ
の
方
向
は
事
実
と
し
て
も
進
行
し
て
い
る
。

四
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中
小
運
輸
業
に
か
か
わ
る
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
運
輸
省
と
中
小
企
菜

庁
(
運
輸
業
は
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
の
指
定
業
種

ιな
っ
て
い
る
)

に
よ
っ
て
、
中
小
業
者
に
も
一
定
の
か
た
ち
で
計
算
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

適
用
さ
せ
よ
う
と
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
中
小
企
業
と

り
わ
け
下
請
企
業
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
適
用
す
る
ぱ
あ
い
、

そ
の
こ
と
は
、
下
請
コ
ス
ト
、
独
占
価
格
、
生
産
計
画
な
ど
の
函
か
ら
独

占
企
業
の
経
営
計
画
を
安
定
さ
せ
る
と
し
て
、
問
題
化
の
当
初
す
で
に
そ

ハm出
)

の
分
析
を
自
動
車
産
業
を
中
心
に
お
こ
な
っ
て
お
い
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
逼
輸
省
の
構
想
を
き
こ
う
。
「
都
道
府
県
ご
と
に
電

算
機
を
導
入
し
た
ト
ラ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
東
京
の
電
算
セ
ン
タ

ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
ト
ラ
ッ
ク
貨
物
輸
送
の
情
報
収
集
、
処
理
を

行
な
お
う
と
い
う
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
業
界
最
大
の
懸
案
事
項
と
な
っ
て

(犯》

い
る
帰
り
荷
の
あ
っ
せ
ん
が
実
現
す
る
と
と
も
に
、
中
小
業
者
が
九
O
M
m

も
占
め
る
業
界
の
体
質
改
善
が
計
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
①
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
専
用
デ
ー
タ
通
信
の
実
現
を
ね
ら
い
と
し
て
電
々
公
社
に
作

業
を
委
託
す
る
。
②
共
同
計
算
業
務
を
確
立
す
る
た
め
に
伝
票
・
コ
ー
ド

の
統
一
化
を
計
る
。
と
り
あ
え
ず
、
全
国
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
網
の
中
で
も
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
輸
送
網
を
整
備
し
、
周
知

(

m
出

)

り
荷
あ
っ
せ
ん
を
本
格
化
し
た
い
」
と
い
う
。
ま
た
、
業
界
団
体
で
あ
る
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
七
三
年
四
月
実
施
を
目
標
に
し
て
、
す
で
に

準
備
作
業
を
は
じ
め
て
い
る
が
、
右
の
運
輸
省
構
想
に
つ
け
く
わ
え
た
点

と
し
て
、
統
一
伝
票
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
の
で
「
青
色
申
舎
が
す
ぐ

2
8
)
 

で
き
る
よ
う
に
な
り
税
務
署
に
も
数
字
を
信
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
ハ
三
〉

と
と
を
あ
げ
て
い
る

Q

し
か
し
、
こ
の
点
は
、
税
務
行
政
の
シ
ス
テ
ム
化

と
結
合
し
た
付
加
価
値
税
導
入
に
結
び
つ
く
危
険
な
側
耐
を
も
っ
て
い
る

こ
と
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
構
想
は
、
東
京
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
静
珂

な
ど
の
協
同
組
合
傘
下
の
「
中
堅
ト
ラ
ッ
ク
業
者
(
ニ
ヘ
ゾ
コ
キ
ロ
な
い
し

ゴ一

0
0キ
ロ
以
上
の
長
距
離
輸
送
の
可
能
な
業
者
)
約
一
三

G
往
を
中
心

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
零
細
企
業
を
含
む
「
九

O
%」
の
全
業
者
を
対
象

と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
中
堅
業
者
の
経
営
効

率
向
上
に
寄
与
す
る
一
一
向
を
も
っ
て
い
る
心
し
て
も
、
反
面
で
、
そ
れ
だ

け
零
細
業
の
市
場
を
喰
い
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
中
小

企
業
庁
で
は
、
運
輸
省
と
ほ
ぼ
同
一
構
想
を
も
っ
て
、
六
九
年
度
の
「
近

代
化
実
施
計
画
」
い
ら
い
す
で
に
作
業
を
す
す
め
て
き
て
い
る
。
そ
れ
の

運
輸
省
案
と
多
少
ち
が
っ
た
点
は
、
「
共
同
受
注
、
共
同
配
車
」
な
ど
に
よ

り
近
代
化
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
荷
主
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
を
期
し
、
定
額
運
賃
収
受
の
実
現
を
図
る
。
こ

の
た
め
に
業
界
の
自
主
規
制
体
制
を
つ
よ
め
共
同
の
荷
主
対
策
を
す
す
め

(
]
5
H〉

る
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
定
額
運
賃
収
受
」
と
は
、

(
H
O
出
)

業
界
で
常
識
化
さ
れ
て
い
る
公
定
運
賃
の
二

O
%前
後
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
の

防
止
策
を
い
う
。
さ
き
の
運
輸
省
の
統
一
伝
票
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
は
相
互
け
ん
制
に
よ
っ
て
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
事
実
が
か

く
し
に
え
く
な
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
過
当
競
争
の
も
と
で

の
「
常
識
」
を
破
り
う
る
ほ
ど
強
力
な
も
の
と
な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
。
た
と
え
ば
既
述
の
よ
う
に
日
通
な
と
大
手
は
傭
車
が
か
な
り
の
割

一
四
三



経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
一
二
)

ム
口
で
一
般
化
し
て
お
り
(
回
避
で
き
な
い
)
、
日
通
な
ど
は
荷
主
か
ら
の
運

賃
の
一
部
を
手
数
料
と
し
て
傭
車
側
に
支
払
う
(
被
傍
車
側
に
と
っ
て
は

ダ
ン
ピ
ン
グ
が
強
制
さ
れ
る
)
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
つ
ぎ
に
運
賃
問
題
か
ら
経
営
計
画
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
位
)
本
誌
二
四
巻
三
号
、
一
二
九
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
『
一
九
七
一
年
版
・
運
輸
白
書
」
、
一
六
七
ペ
ー
ジ
。

〈
刷
出
)
運
輸
省
自
動
車
局
業
務
部
通
運
課
『
通
運
事
業
実
態
調
査
集
計
表
』
(
七

一
年
九
月
〉
七
ペ
ー
ジ
。

(
前
)
『
一
九
七
一
年
版
・
運
輸
白
書
』
、
一
七

0
ペ
ー
ジ
。

(

M

W

)

経
済
企
画
庁
司
通
運
事
業
運
賃
料
金
改
訂
の
経
緯
』
(
そ
の

1
〉
、
一

O
七

ペ
ー
ジ
。

(
釘
)
本
誌
二
五
巻
一
号
、
一
七
五
ペ
ー
ジ
。

(
∞
∞
〉
こ
の
割
引
率
な
い
し
手
数
料
率
に
つ
い
て
運
輸
調
査
局
の
小
堀
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
「
割
引
率
は
五

t
一
O
W泊
ま
で
の
比
率
が
最
も
高

く
、
ニ

O
%ま
で
の
割
引
で
輸
送
を
行
っ
て
い
る
者
の
比
率
が
八

Q
%
弱
で
、

ほ
ぼ
こ
の
範
開
田
内
に
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
四

O
%
以
上
の
割
引
率
と
な
っ

て
い
る
場
合
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
認
め
ら
れ
、
零
細
事
業
者
保
護
の
た
め
に

も
こ
の
よ
う
な
下
請
形
態
に
対
し
て
は
何
ら
か
の
対
策
を
談
ず
る
必
要
が
あ

る
」
と
ハ
小
堀
正
、
「
デ

l
タ
か
ち
見
た
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
実
態
L

、
『
運
輸
と

経
済
』
七
一
年
三
月
号
、
四
一
ペ
ー
ジ
〉
。
な
お
、
こ
の
問
題
の
よ
り
た
ち
い
っ

た
点
に
つ
い
て
は
、
浅
原
次
郎
「
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
市
場
の
構
造
と
運
賃
」
(
平

井
都
士
夫
編
円
か
わ
り
ゆ
く
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
』
所
収
〉
が
参
考
と
な
る
。

〈
鈎
〉
大
出
見
ほ
か
「
運
就
業
に
お
け
る
波
動
性
に
つ
い
て
」
、
『
輸
送
展
望
』
七

一
年
六
月
号
、
四
三
ペ
ー
ジ
。

↓
四
回

(

ω

)

前
掲
大
出
ほ
か
稿
、
四
三
ペ
ー
ジ
。

(
川
出
)
前
掲
大
出
ほ
か
稿
、
四
三
ペ
ー
ジ
、
傍
点
敷
田
。

(
位
)
前
掲
大
出
ほ
か
稿
、
四
四
ペ
ー
ジ
。

(
巾
出
)
前
掲
大
出
ほ
か
稿
、
四
五
ペ
ー
ジ
、
傍
点
敷
問
。

(
川
口
前
掲
大
出
ほ
か
稿
、
四
七
ペ
ー
ジ
。

(
市
山
〉
松
田
隆
盛
司
輸
送
革
新
産
業
』
、
一
八
四
ペ
ー
ジ
。

(
m
m
)

汁
日
本
経
済
新
聞
』
六
九
年
一
二
月
九
日
。
な
お
、
よ
り
早
い
我
妻
杏
一

氏
に
よ
る
指
摘
(
『
経
済
』
六
九
年
四
月
号
一
八
九
ペ
ー
ジ
)
が
あ
る
c

(
巾
出
)
拙
著
『
管
理
会
計
批
判
』
、
一
七
一
一
一

t
一
八
五
ペ
ー
ジ
、
二
三
六

t
一一一ニ

九
ペ
ー
ジ
、
二
五

O
t
一
一
五
一
ペ
ー
ジ
。

(
m
m
)

第
お
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
企
業
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
(
ま
た
は
復
路

が
「
そ
の
他
の
地
域
↓
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
」
と
な
る
ほ
ど
)
帰
り
荷
(
省
路
貨
物

率
)
が
少
く
、
資
本
回
転
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

(

ω

)

『
交
通
新
報
』
、
七
一
年
一
一
月
一
一
目
。

(
5
0
)

『
日
本
経
済
新
聞
』
、
七

O
年
五
月
二

O
日
、
傍
点
敷
問
。

(
】

O

H

)

『
旬
刊
交
通
』
、
七

O
年
五
月
上
旬
サ
。

(
H
C
N
)

前
掲
注
(

η

)

参
照
。

第
七
節

経
営
計
画
と
消
費
者
・
労
働
者

さ
い
ご
に
、
経
営
計
画
と
関
連
し
た
料
金
H

消
費
者
の
問
題
な
ら
び
に

労
働
者
の
問
題
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
経
営
計

画
に
結
合
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
め
仕
方
が
労
働
組

合
の
新
ら
し
い
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
労
資
問
の

一
定
の
矛
盾
が
経
世
計
画
を
生
成
せ
し
め
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
が
、
同

時
に
労
資
の
関
係
如
何
が
経
営
計
画
の
存
立
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
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。
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意
味
で
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右
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労
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組
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の
新
ら
し
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課

(
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M
)
 

題
は
、
か
な
り
重
要
な
問
題
対
象
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
す
で
に
関
説
し

た
全
日
通
労
組
の
対
応
の
仕
方
に
関
連
づ
け
な
が
ら
、
よ
り
ひ
ろ
く
一
般

的
な
対
応
の
問
題
と
し
て
、
企
業
の
国
際
化
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
を

試
み
た
い
。

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
一
二
)

27 

19 

85.6 

81.3 

100台

200合
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jι 
iι 

業

21 103.8 500合201台~規

35 96.6 501台 r-.J 1，000台模

103 95.3 上以1，001台別

14 103.6 外以通日

89 94.0 通日
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1.復路貨物率=二(復路の貨物量÷往路の貨物量)x 100 
2.件数は集計件数(各個票毎に主なIL間3方面につい

てのお入1置を設けてあるので，件数合計l土回収票数
ニコ120をと回って"、る〉

3. I復路の区間別」とは，たとえば〔メトロポリス仕
立て，その他地域着)の事の復路については(その

他地域→メトロポリス〉とL刈づ共企に表示してあ

る。

『輪送展望~ 71年11月号より引用。
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4. 

判
円
余
な
い
し
運
賃
の
引
上
げ
経
過
に
つ
い
て
は
、
第
日
表
で
、
経
営
計

画
の
時
期
区
分
と
対
置
し
て
示
し
て
お
い
た
。
き
わ
め
て
は
っ
き
り
し
て

い
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ば
あ
い
値
上
げ
が
計
画
の
当
初
に
お
い
て
運

輸
省
に
よ
ワ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
値
上
げ
幅
が

も
っ
と
も
せ
ま
い
と
い
わ
れ
て
い
る
通
運
料
金
に
つ
い
て
み
る
と
、
通
運

一
四
五



経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
〉

定
額
料
金
制
が
実
施
さ
れ
た
五

O
年
当
時
に
比
べ
る
と
約
六
倍
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
幅
と
コ
ス
ト
の
関
係
は
の
ち
に
み
る
と
し
て
、
計
画
に
お
け

る
計
算
的
主
要
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
の
費
用
ハ
固
定
費
と
変
動
費
)
、
収

益
、
資
金
、
操
業
度
の
う
ち
の
収
益
の
内
容
で
あ
る
単
位
価
格
(
料
金
)

改
訂
が
、
計
画
立
案
の
時
点
に
お
い
て
、
権
力
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
一
般
に
独
占
企
業
の
経
営
計
画
が
存
立
し
う
る

一
つ
の
条
件
と
し
て
独
占
価
格
の
形
成
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
国
家
権

力
の
利
用
と
い
う
条
件
が
同
時
に
結
合
し
て
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
国
鉄

や
私
鉄
の
運
賃
値
上
げ
の
ば
あ
い
も
合
め
、
公
共
料
金
一
般
に
つ
い
て
も

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

通
逼
業
の
「
赤
字
」
を
一
示
す
官
庁
提
出
資
料
は
、
た
と
え
ば
企
画
庁
『

通
運
事
業
基
本
運
賃
料
金
改
訂
の
経
緯
』
な
ど
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
数
値
に
た
い
し
、
官
庁
じ
し
ん
か
ら
「
兼
業
部
門
と
の
費

用
配
分
の
原
則
等
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
必
ず
し
も
十
分

(
H
O一
九
日
〉

信
頼
性
あ
る
計
数
的
把
握
は
で
き
な
い
」
と
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
(
値

上
を
認
め
な
が
ら
Y

こ
う
し
た
問
題
は
、
国
鉄
に
お
け
る
共
通
経
費
の

旅
客
・
貨
物
関
や
路
線
開
や
列
車
問
へ
の
配
分
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
私
鉄

に
お
け
る
鉄
道
・
パ
ス
・
百
貨
底
・
不
動
産
の
事
業
問
へ
の
酎
分
に
つ
い

て
も
生
じ
う
る
重
要
な
事
柄
で
も
あ
る
が
加
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

と
己
ろ
で
、
通
運
料
金
の
実
態
に
つ
い
て
も
う
少
し
同
題
を
ひ
ろ
っ
て

み
よ
う
。
第
五
節
で
一
部
す
で
に
ふ
れ
た
日
通
が
食
糧
庁
か
ら
独
占
的
に

受
注
し
て
い
る
米
、
麦
の
料
金
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
プ

l
ル
単
価
制
と
い

わ
れ
、
日
通
事
件
が
発
覚
し
た
当
時
で
い
え
ば
、
生
産
地
か
ら
駅
ま
で
米

一
四
六

一
俵
に
つ
き
三
九
円
六
二
銭
で
消
費
地
駅
か
ら
倉
庫
ま
で
が
三
二
円
二
五

銭
で
あ
っ
た
。
七

O
年
二
月
か
ら
約
二

O
%値
上
げ
さ
れ
た
が
、
こ
の
単

価
は
全
国
一
律
で
距
離
と
無
関
係
と
い
う
お
お
ま
か
さ
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
単
位
内
容
で
あ
る
「
乱
袋
手
直
料
、
資
材
費
、
仕
分
荷
役

賃
、
看
頁
(
抜
取
検
査
的
再
計
量
)
な
ど
シ
ロ
ウ
ト
に
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か

ら
な
い
料
金
あ
わ
せ
て
二
円
一
一
一
三
銭
だ
が
、
総
額
で
は
何
億
円
と
い
う
パ

カ
に
で
き
な
い
カ
ネ
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
看
買
を
規
定
ど
う
り
に
や

っ
て
い
な
い
こ
と
は
食
糧
庁
で
も
認
め
て
い
る
し
、
ど
の
費
用
も
そ
の
算

(
同
日
前
〉

出
の
根
拠
が
あ
い
ま
い
な
こ
と
は
国
会
で
も
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
た
」
と

い、
7
0

こ
う
し
た
料
金
実
態
の
あ
い
ま
い
き
に
つ
い
て
は
な
お
相
当
数
指
摘
し

(
H
O由
〉

う
る
が
、
比
較
的
さ
い
さ
ん
の
も
の
を
あ
げ
る
と
、
そ
れ
は
、
国
鉄
か
ら

の
コ
ン
テ
ナ
積
卸
料
金
に
つ
い
て
で
あ
る
。
六
九
年
度
中
に
函
鉄
は
日
通

な
ど
三
位
に
約
六
億
七
、

0
0
0万
円
の
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
が
、
こ

の
料
金
以
算
入
さ
れ
て
い
る
費
用
の
う
ち
い
く
つ
か
が
不
適
当
で
あ
る
と

会
計
検
査
院
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
償
却
済
の
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
の
減
価
償
却
費
や
水
増
闘
定
資
産
税
や
水
増
人
件
費
な
ど
の
算
入

ハH
0
4一〉

が
そ
れ
で
あ
る
。

実
態
の
あ
い
ま
い
さ
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
と
り
あ
げ
て

L
、
計
算
論
と

し
て
は
わ
ま
り
生
産
的
で
な
い
。
そ
と
で
、
原
価
と
料
金
の
算
定
上
の
政

府
お
よ
び
日
通
側
の
発
想
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
料
金
の
改
訂
に
つ
い
て

こ
こ
数
年
来
「
総
合
原
価
主
義
」
の
適
否
を
め
ぐ
っ
て
の
論
議
が
あ
る
。

改
訂
の
基
礎
と
な
る
原
価
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
運
輸
省
自
動
車
局
通
達



第
七
七
号
(
六
一
年
)
で
あ
る
「
通
遂
事
業
原
価
計
算
要
領
」
に
し
た
が

っ
て
、
「
指
定
し
た
調
査
庖
所
」
に
つ
い
て
算
定
す
る
と
い
う
。
か
か
る

原
価
計
算
は
、
料
金
算
定
に
さ
い
し
全
国
い
く
つ
か
の
庖
所
の
原
価
を
右

の
「
要
領
」
が
指
定
す
る
原
価
計
算
形
態
に
よ
っ
て
計
算
し
、
総
合
・
平

均
化
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
ろ
。
そ
し
て
、
こ
の
原
価
に
約
五
%
の
「
適

正
利
益
」
を
加
算
し
料
金
を
決
定
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
企
業
の
規
模
・
能
力
の
ち
が
い
か
ら
、
か
か
る
「
総
合
原
価

主
義
」
が
問
題
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
日
通
総
合
研
究
所
の
突
出
猛
夫

氏
は
「
適
正
原
価
(
総
合
原
価
)
が
各
業
者
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
異
る
場
合

に
は
、
料
金
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
ご
と
に
相
違
が
あ
っ
て
然
る

ぺ
さ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
適
正
原
価
に
差
異
の
生
ず
る
こ
と
は
、
各
事

業
場
ご
と
の
客
観
的
な
与
件
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
経

営
口
の
良
否
に
よ
っ
て
も
決
定
づ
け
ら
れ
る
。
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け

る
適
正
原
価
と
い
っ
て
も
各
業
者
ご
と
に
決
し
て
一
律
的
な
も
の
と
な
ら

ハH
O由
〉

な
い
と
こ
ろ
に
通
運
事
業
の
特
色
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

い
わ
ば
原
価
格
差
論
な
い
し
総
合
原
価
主
義
批
判
論
を
つ
う
じ
て
の
料

金
差
別
の
主
張
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
主
張
は
、
主
張
者
の
主
観
的
意
図

が
ど
こ
に
あ
る
か
は
別
と
し
て
も
、
客
観
的
に
は
、
日
通
の
原
価
が
中
小

運
輸
業
を
含
め
た
場
合
の
平
均
・
総
合
原
価
よ
り
た
か
い
場
合
で
も
ひ
く

い
場
合
で
も
「
適
正
利
益
」
増
額
要
求
の
根
拠
と
な
り
う
る
。
た
か
い
場
合

に
は
、
日
通
の
「
能
率
的
な
経
営
」
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
良
さ
が
主
張
さ

れ
よ
う
。
中
小
企
業
庁
『
中
小
企
業
の
原
価
指
標
』
の
各
年
度
般
に
よ
る

と
、
六
八
年
ま
で
は
日
通
の
原
価
は
中
小
運
輸
業
の
そ
れ
よ
り
も
た
か
か

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
一
一
一
)

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
段
階
で
は
、
こ
の
主
張
は
一
定
の
有

効
性
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
原
価
水
準
が
逆
転
し
た
六
九

年
以
降
で
は
有
効
で
な
く
な
っ
た
か
。
そ
う
は
か
ん
た
ん
に
い
え
な
い
。

く
り
か
え
し
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
当
時
か
ら
の
日
通
の
重
点
投
資
の
対

象
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
域
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
の
原

ハH
C
U
)

価
は
約
三

O
Mも
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
の
も
と
で
は
、
右

の
主
張
は
こ
れ
ま
で
に
み
ら
れ
な
い
程
度
の
有
効
性
を
発
揮
す
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
た
い
し
運
斡
省
は
、
六
八
年
当
時
す
で
に
つ
き
の
よ
う
に
止
合
え

て
い
る
。
「
現
行
通
運
運
賃
料
金
制
度
は
総
合
原
価
主
義
に
よ
っ
て
お
り
、

一
部
分
の
合
理
化
は
全
体
に
薄
め
ら
れ
、
還
元
さ
れ
て
い
く
の
で
荷
主
、

通
運
業
者
の
合
理
化
意
欲
は
か
な
り
減
殺
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
荷
役

の
機
械
匂
等
合
理
化
さ
れ
た
場
合
ぞ
れ
が
直
接
合
理
化
当
事
者
に
還
元
さ

(
H
H
O〉

れ
る
よ
う
な
運
賃
料
金
制
度
の
導
入
を
図
り
た
い
」
と
。
す
な
わ
ち
、
主

要
な
貨
物
駅
や
都
市
(
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
)
に
お
け
る
機
械
化
・

「
合
理
化
」
と
り
わ
け
日
通
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
軸
と
し
た
「

合
理
化
」
計
画
H
経
営
計
画
の
効
果
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
運
輸
政
策
審
議
会
・
物
的
流
通
部
会
で

の
報
告
で
も
「
総
合
原
価
主
義
か
ら
便
益
主
義
(
荷
主
な
ど
の
う
け
る
使

(
H
H
H〉

益
を
価
格
に
算
入
)
な
ど
新
ら
し
い
考
え
方
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と

L
て
い
る
。
独
占
の
経
営
計
画
の
存
立
要
件
の
一
つ
に
国
家
権
力
の
利
用

が
あ
る
と
す
る
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
も
み
、
り
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
労
働
者
の
問
題
に
移
?
っ
。
こ
れ
ま
で
の
日
通
の
九
つ
の
経
営

一
四
七



経
営
計
画
と
オ
シ
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
)

計
画
の
検
討
に
さ
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
あ
ら
わ
れ
た
具
体
的
な
労

働
者
の
問
返
を
と
り
あ
げ
て
さ
た
。
そ
こ
で
は
、
と
う
ぜ
ん
な
が
ら
、
こ

の
具
体
的
検
討
を
?
っ
じ
て
諸
計
函
に
共
通
し
た
全
般
的
な
問
題
1

l
と

り
わ
け
紅
合
の
計
百
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
の
崎
題
1

1

む
同
時
に
指
摘

し
た
。
そ
こ
で
、
本
節
の
さ
い
し
ょ
に
こ
と
わ
っ
た
よ
う
に
、
以
下
で

i日総人員 l

第26表

在籍者

在籍総数|事務員|作業員

80.5 

62.3 

62.3 

45.4 

度年

1950 

51 

52 

44.3 34.2 78.6 53 

42.3 32.9 75.3 54 

40.8 32.0 72.9 55 

40.3 32.0 72.4 56 

103.9 32.5 39.3 32.1 71.4 57 

105.7 37.6 37.4 30.7 68.1 58 

110.8 41.9 38.0 30.9 68.9 59 

-
四
八

は
、
な
お
不
十
分
で
あ
る
か
欠
落
し
て
い
る
か
の
「
共
通
し
た
全
般
的
な

問
題
」
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
第
お
表
を
み
た
い
。
。
ハ

l
ト
な
ど
の
臨
時
を
の

ぞ
ノ
¥
在
籍
労
働
者
総
数
は
、
五
一
年
か
ら
五
八
年
ま
で
の
三
つ
の
経
営
計

画
に
お
け
る
人
員
「
合
理
化
」
計
画
と
し
て
の
特
徴
を
反
映
し
て
、
一
方

116.2 

121.6 

45.8 

47.4 

39.2 

42.3 

31.1 

31.2 

70.4 

74.2 

60 

61 

110.4 33.9 45.2 31.2 76.5 62 

109.4 30.6 47.9 30.8 78.8 63 

107.0 28.8 48.2 29.9 78.2 64 

100.0 21. 7 48.7 29.5 78.3 65 

95.5 18.1 48.7 28.7 77.4 67 

92.5 17.3 47.4 27.8 75.2 68 

94.0 

95.0 

20.4 46.5 27.1 73.6 

73.7 

74.1 

74.1 

69 

70 

71 

72 



的
に
異
常
な
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
「
高
度
成
長
一
期
に

は
輸
送
需
要
の
拡
大
に
お
う
じ
、
在
籍
総
数
も
総
人
員
も
増
加
に
転
化
し

て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
と
く
に
臨
時
従
業
貝
を
き
わ
だ
っ
て
増
大
さ
せ

る
と
い
う
ぺ
合
理
的
」
方
法
が
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
六
四
年
以
後
は
営
業

量
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
従
業
員
を
極
度
に
減
少
せ

し
め
な
が
ら
在
籍
総
数
を
ふ
た
た
び
減
少
の
方
向
に
も
っ
て
い
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
下
請
依
存
度
の
強
化
と
事
務
機
械
化
の
進

行
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

現
場
の
作
業
員
数
は
、
五

O
年
の
六
万
二
、
三

0
0人
は
、
一

O
午
後

に
は
三
万
九
、
二

0
0
人
に
激
減
し
て
い
ろ
。
同
じ
期
間
同
の
事
務
員
も
七
、

五
O
O人
減
で
や
は
り
は
げ
し
い
。
六
一
年
以
降
に
つ
い
て
み
る
と
、
同

年
の
四
万
二
、
三

C
C人
は
六
六
年
に
ほ
四
万
八
、
七

O
Q
人
に
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
は
コ
高
度
成
長
」
に
よ
る
営
業
量
増
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
後
は
若
干
の
増
減
が
あ
る
と
は
い
え
、
機
械
化
・
臨
時
従
業
員
増
・

下
請
強
化
に
よ
り
急
激
な
増
加
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。

以
上
の
傾
向
の
な
か
で
注
意
す
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
臨
時

従
業
員
の
増
減
の
幅
が
つ
ね
に
は
げ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
節
の

注
(

m

己
の
引
用
文
前
後
で
み
た
よ
う
に
「
景
気
の
調
整
弁
な
い
し
低
賃
金

労
働
者
の
利
用
」
と
日
通
当
事
者
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
資
本
の
論
理
を

裏
書
し
て
い
る
点
で
も
あ
る
。
も
う
一
点
は
、
事
務
員
の
増
減
に
つ
い
て

で
あ
る
。
事
務
員
は
、
六

O
年
ま
で
は
作
業
員
と
同
じ
く
減
少
傾
向
を
と

っ
て
き
た
。
だ
が
、
事
務
H
H
の
場
合
は
、
そ
の
後
も
こ
ん
に
ち
ま
で
減
少
傾

向
を
と
っ
て
き
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
六
九
年
の
一
時
的
徴
増
は
あ
る
が
、

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
一
二
〉

そ
れ
は
同
年
の
オ
ン
ラ
イ
ン
稼
動
に
関
係
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ

れ
、
第
日
表
な
ど
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
営
業
収
入
・
営
業
量
が
毎
年

急
増
し
て
い
ろ
と
さ
、
事
務
員
の
対
応
し
た
噌
加
を
考
え
る
の
が
常
識
で

あ
る
。
こ
の
常
識
を
破
っ
た
の
が
、
五
八
年
山
I
時
か
ら
事
務
機
械
化
と
し

て
は
じ
め
ら
れ
た
全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
化
の
進
行
で
あ
ろ
。
こ

の
よ
う
に
経
営
計
画
と
結
合
し
た
シ
ス
テ
ム
化
の
経
済
的
効
果
は
、
既
述

の
よ
う
に
現
場
に
お
け
る
そ
れ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同
定
費
発
生
源
の

一
つ
と
し
て
事
務
員
(
月
給
)
を
た
ち
さ
る
こ
と
に
も
あ
る
。

労
働
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
ほ
か
に
、
臨
時
労
働
者
と
在
籍

者
と
の
賃
金
格
差
(
約
一
万
五
、

0
0
0
円
)
や
在
籍
者
の
賃
金
歩
合
制

な
い
し
出
来
高
給
(
賃
金
総
額
の
約
三

O
M〉
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
過
積

み
・
長
時
間
労
働
・
業
務
上
疾
病
(
腰
痛
症
な
ど
)
・
労
働
災
害
(
交
通
事

故
)
な
ど
重
要
な
労
働
諸
条
件
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
直
接
的
に

し
ろ
間
接
的
に
し
ろ
経
営
計
画
・
シ
ス
テ
ム
化
と
無
関
係
で
は
な
い
が
、

こ
こ
で
論
ず
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
さ
し
あ
た
り
参
考
と
な
る
文
献
だ
け

を
以
下
に
示
し
て
お
こ
っ
。
全
日
通
労
組
『
全
日
通
』
二
四
号
、
犬
島
藤

太
郎
『
現
代
の
交
通
問
題
』
、
労
働
旬
報
社
編
『
自
動
車
運
輸
労
働
者
の

賞
金
読
本
』
、
「
交
通
労
働
者
の
要
求
と
闘
争
」
①

i
⑦
・
『
労
働
・
農

民
運
動
』
七
二
年
八
月
号
ま
で
の
各
号
、
平
井
都
士
夫
編
『
か
わ
り
ゆ
く

ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
』
な
ど
で
あ
る
。

本
節
の
さ
い
し
ょ
に
こ
と
わ
っ
た
よ
う
に
、
つ
ぎ
に
労
働
者
・
労
働
組

合
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
対
応
策
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
全
日
通
労

組
の
経
営
計
画
U
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
の
仕
方
に
は
一
定
の
問
題
点
が
あ

一
四
九



経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
》

り
、
し
た
が
っ
て
若
干
の
た
ち
お
く
れ
の
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
経

営
計
画
に
つ
い
て
順
次
具
体
的
に
み
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
た
ち
お
く
れ

も
徐
々
に
克
服
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
た
と
え
ば
、
新
経
営
一
一
一
ヵ
年
計
画
に
も

と
づ
く
約
二
、

0
0
0名
の
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
域
な
ど
へ
の
配
転
を
含
む

「
合
理
化
」
に
た
い
し
て
は
は
じ
め
て
二
四
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
(
七

O
年

(
H
H
N
)
 

一
O
月
)
で
対
抗
し
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
る
配
転
へ

の
抵
抗
意
識
の
強
化
は
、
日
通
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
化
を
意

〈

H
H
U
)

識
す
る
組
合
に
お
い
て
、
労
働
強
化
と
な
ら
ん
で
、
一
般
に
み
ら
れ
る
現

象
で
あ
る
。

こ
の
現
象
は
、
個
別
企
業
内
に
お
け
る
だ
け
で
な
く
、
産
業
別
の
規
模

か
ら
、
さ
ら
に
国
際
的
な
範
囲
で
み
ら
れ
る
方
向
に
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か

る
方
向
は
、
と
う
ぜ
ん
な
が
ら
生
産
の
社
会
化
・
国
際
化
を
基
盤
と
し
な

が
ら
、
シ
ス
テ
ム
化
な
い
し
情
報
化
の
全
般
に
つ
い
て
の
労
働
運
動
自
体

の
国
際
化
を
促
進
せ
し
め
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
生
産
の
社
会
化
と
シ

〈

H
H品
〉

ス
テ
ム
化
の
照
応
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
個
別
企
業
の
枠
を
こ
え
た
シ
ス
テ
ム
範
囲
の
拡
大
現
象
を

つ
ざ
の
わ
か
り
よ
い
引
用
文
に
よ
っ
て
再
認
識
し
て
お
こ
う
。
「
オ
ン
ラ

イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
同
一
フ
ロ
ア
内
、
同
一
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
内
、
同
一
構

内
と
、
そ
の
規
模
を
広
げ
て
い
く
が
、
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
広
が
っ
て
い
く

場
合
、
週
常
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
か
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
動
さ
は
い
わ
ゆ
る
M
I
S

や
N
I
S
の
動
き
に
迷
っ
て
く
る
わ
け
で
当
初
端
末
が
単
な
る
端
末
機
器

と
の
結
び
つ
き
で
あ
っ
た
も
の
が
、
中
継
機
能
を
も
っ
プ
ロ
セ
ッ
サ
や
、

一五

O

は
て
は
イ
ン
プ
ロ
セ
ッ
サ
同
士
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
発

展
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
別
の
見
方
か
、
り
す
れ
ば
、
こ
の
動
き
は
、
当

初
営
業
内
で
、
次
に
は
営
業
所
内
で
、
さ
ら
に
発
展
し
て
営
業
所
と
工
場

と
い
っ
た
相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
親
会
社
と
子
会
社
、
親
会
社
と
代
理

底
、
親
台
社
と
直
接
ユ
ー
ザ
ー
、
系
列
会
社
問
、
会
社
相
互
シ
ス
テ
ム
利

用
、
企
業
グ
ル
ー
プ
網
、
国
家
機
関
、
国
際
小
川
い
絡
な
ど
に
ス
ケ
ー
ル

ハH
何
回
)

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

シ
ス
テ
ム
化
に
お
け
る
わ
が
国
の
労
働
運
動
自
体
の
社
会
化
・
国
際
化

に
つ
い
て
は
、
総
評
・
情
報
産
業
特
別
一
委
員
会
を
中
心
と
し
た
動
向
や
会

電
通
・
電
機
労
連
の
情
報
化
に
つ
い
て
の
欧
米
視
察
と
運
動
の
国
際
化
な

(
H
H由
)

ど
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
、
つ
し
た
運
動
の
国
際
化
の
背
景
に

は
、
さ
さ
に
指
摘
し
た
生
産
の
社
会
化
つ
ま
り
企
業
の
国
際
化
・
多
国
籍

企
業
化
・
世
界
企
業
化
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
重
要
な
技
術
的
テ
コ
と
な

っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
上
の
コ

i
ド
や
言
語
な
ど
の
多
様
な
国
際
的
標
準
化

〈

H
H叶
〉

の
動
向
認
識
は
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
は
十
分
な
分
析
は

で
き
な
い
が
、
こ
の
様
準
化
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
み
ら
れ
た
科
学
的
管

理
法
に
お
け
る
標
準
化
(
↓
労
働
強
化
)
と
同
じ
事
態
が
も
っ
と
も
新
ら

し
い
産
業
技
術
を
利
用
し
て
し
か
も
国
際
的
な
規
模
と
驚
異
的
ス
ピ
ー
ド

で
共
通
的
・
標
準
的
に
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
労
働
運
動
の
国
際
化
を
促
進
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
運
動
の
国
際
化
の
背
景
に
つ
い
て
の
さ
ら
に
国
際
経
済
の
側
面
か

ら
み
た
ば
あ
い
の
重
要
な
点
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
占
企
業
が
お
お
く
の
ば

あ
い
中
心
的
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
と
の
関
連
で
み



る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
、
「
米
国
の

G
E
と
電
通
は
四
十
八
年
一
月
か
ら
国

際
的
な
タ
イ
ム
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

(
T
S
S
H
H
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
共
同
利
用
)
に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
計
画
で
、
こ
の
ほ
ど
東

京
|
|
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
の
国
際
通
信
回
線
の
共
同
使
用
に
つ
い
て

郵
政
省
・
国
際
電
々
な
ど
と
折
衝
を
始
め
た
。

G
E
の
T
S
S
は
、
す
で

に
米
国
内
と
カ
ナ
ダ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
聞
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
日
本
、
東
南
ア
ジ
ア
に
も
サ
ー
ビ
ス
の
網
の
日
を
広
げ
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
東
京
の
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
と
米
国
ク
リ
l
ブ
ラ
ン
ド
の
超
大

型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
が
太
平
洋
の
通
信
衛
生
を
経
由
す
る
国
際

通
信
回
線
で
結
び
、
日
本
・
ア
ジ
ア
に
あ
る
企
業
の
本
社
・
海
外
支
底
聞

の
在
庫
・
販
売
・
運
航
・
船
積
み
・
国
際
資
金
管
理
・
投
資
分
析
な
ど
の

経
営
情
報
を
即
時
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
際
化
し
た
企
業
の

(
H
H

∞) 

情
報
処
理
に
役
立
つ
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
稿
が

主
た
る
問
題
対
象
と
し
て
い
る
産
業
分
野
に
か
ん
し
て
み
る
な
ら
ば
、
日

本
を
含
む
主
要
資
本
主
義
国
の
海
運
貨
物
コ

l
ド
の
統
一
化
を
?
っ
じ
て

(
H
H由
一
)

の
国
際
企
業
化
や
航
空
・
ホ
テ
ル
な
ど
に
お
け
る
そ
れ
が
指
摘
で
き
る
。

こ
う
し
た
動
向
の
な
か
で
わ
が
政
府
財
界
の
積
極
的
な
対
応
が
主
張
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
っ
と
も
新
ら
し
い
も
の
と
し
て
は

(
H
N
D
)
 

総
合
政
策
研
究
会
の
「
七

0
年
代
の
情
報
化
社
会
へ
の
提
言
」
に
お
け
る

三
つ
の
「
基
本
的
提
言
」
の
う
ち
に
「
国
際
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
適
応
」

を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
き
に
シ
ス
テ
ム
の
多
様
な
国
際
的
標
準
化
が

技
術
的
な
テ
コ
と
な
っ
て
労
働
強
化
を
国
際
化
、
共
通
化
し
つ
つ
あ
る
と

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
三
)

し
た
。
こ
の
点
に
や
や
た
ち
い
る
な
ら
ば
、
国
際
的
標
準
化
は
労
働
諸
条

件
を
国
際
的
に
「
標
準
化
・
共
通
化
・
同
期
化
」
す
る
側
面
を
も
っ
て
い

る
と
い
え
る
。
国
際
的
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
生
産
・
流
通
過
程
の
国
際
的
即

時
的
結
合
を
?
っ
じ
て
労
働
強
化
を
平
準
化
す
る

!
l相
対
的
に
労
働
強

化
の
弱
い
企
業
を
強
い
企
業
の
そ
れ
に
引
上
げ
る
ー
ー
と
い
う
か
た
ち
で

労
働
条
件
を
「
標
準
化
」
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
国
際
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
」

が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で
は
民
族
性
の
ち
が
い
の
か
ら

ん
だ
帝
国
主
義
へ
の
反
発
が
あ
り
、
容
易
に
は
進
行
し
え
な
い
側
面
の
あ

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
。
ま
た
、
す
で
に
日
通
を
は
じ
め
と
す
る
わ
が

国
一
般
に
つ
い
て
み
た
広
い
意
味
で
の
配
転
〈
注
書
(
出
)
を
参
照
〉
は
、

国
際
的
に
共
通
化
し
標
準
化
し
た
シ
ス
テ
ム
を
つ
う
じ
て
「
共
通
化
」
の

傾
向
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
た
と
え
ば
新
日
鉄
の
四
組
三
交
替
の
労
働

力
組
織
(
シ
ス
テ
ム
)
を
と
も
な
っ
た
オ
l
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ

ム
は
他
の
資
本
主
義
国
の
鉄
鋼
独
占
(
イ
タ
リ
ア
最
大
の
イ
タ
ル
シ
デ
ル

社
)
に
輸
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
が
、
そ
こ
で
は
新
ら
し
い
労
働
力
組

織
・
配
転
が
「
共
通
化
」
す
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
陸
海
空
運
輸
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
国
際
的
諮
労
働
を
即
時
的
に

結
合
し
「
同
期
化
」
(
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
)
す
る
。

こ
う
し
た
労
働
諸
条
件
の
「
標
準
化
・
共
通
化
・
同
期
化
」
の
い
っ
そ
う

具
体
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
と
う

め
ん
こ
れ
ら
が
さ
い
き
ん
の
労
働
運
動
の
国
際
化
を
強
化
す
る
方
向
に
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

E
C
諸
国
で
は
と
く
に
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
七
一
年
一
月
ロ
ン
ド
ン
に
お
い

一五



経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
一
二
)

て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
主
義
諸
国
労
働
者
階
級
の
多
国
籍
企
業
に
た
い
す

る
共
同
闘
争
を
討
議
」
し
た
一
五
ヵ
国
共
産
党
会
議
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に

(
H
M
]戸
)

提
出
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
党
の
「
資
料
」
で
は
、
一
多
国
籍
企
業
は
、
生

産
の
国
際
化
(
社
会
化
)
の
発
展
へ
と
向
う
生
圧
力
の
客
観
的
傾
向
を
、

こ
れ
ら
諸
企
業
の
利
誌
に
な
る
よ
う
独
占
し
よ
う
と
つ
と
め
て
い
る

の
で
あ
り
、
ま
た
と
く
に
利
潤
率
低
下
の
傾
向
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
多
国

籍
の
方
向
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ

う
し
て
労
働
運
動
は
国
際
的
に
強
化
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
法
則
的
な
あ
ら

わ
れ
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
利
潤
率
低
下
な
る
矛
盾
の
あ
ら
わ
れ
を

国
際
化
に
よ
っ
て
阻
止
す
る
行
動
は
、
新
ら
た
に
労
資
の
国
際
的
矛
清
を

再
生
産
し
深
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
こ
ん
に
ち
の
経
営
計
画
の
分
析
に
つ
い
て
は
国
際
的
側
面
を

重
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
計
画
と
結
合
し
た
シ
ス
テ
ム
「
合
理
化
」
の

(
]
戸
日
日
)

検
討
に
つ
い
て
も
同
じ
く
世
界
資
本
主
義
の
新
動
向
の
分
析
を
基
礎
と
す

る
必
要
が
た
か
ま
っ
て
き
て
い
る
。
運
輸
労
働
夜
に
と
っ
て
も
国
際
的
視

点
の
必
要
な
こ
と
、
も
は
や
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
5
3
本
誌
二
五
巻
一
号
、
一
八
一

l
一
入
ご
ペ
ー
ジ
。

(
5
3
企
画
庁
『
通
運
事
業
基
本
運
賃
料
金
改
訂
の
経
粋
』
(
そ
の
1
)
、
二
八
九

ペ
ー
ジ
。

c
g
)
『
朝
日
新
聞
』
、
六
八
年
四
月
一
七
日
。

(
呂
田
)
た
と
え
ば
、
『
朝
日
新
聞
』
、
六
八
年
四
月
一
八
日
、
『
日
本
経
済
新
聞
』
、

六
八
年
四
月
一
九
H
な
ど
。

(
5
3
大
蔵
省
・
会
計
検
宜
伸
師

『
昭
和
四
七
年
版
・
決
算
よ
会
計
検
査
院
町
一

五

O
八
四

t
一
O
八
五
ペ
ー
ジ
。

〈

H
D

∞
)
太
田
猛
夫
『
通
達
料
金
制
度
改
善
の
構
想
』
、
四
九
ペ
ー
ジ
。

(
呂
田
)
司
輸
送
展
望
』
、
七
一
年
四
月
号
、
六
五
ペ
ー
ジ
。

(
H
H
O
)

注
(
回
全
)
の
『
経
緯
』
、
二
七
九
ペ
ー
ジ
。

(
H
H
H

〉
『
日
本
経
済
新
聞
』
、
七
O
年
六
月
一

O
R
。

O

H

M

)

シ
ス
テ
ム
化
の
も
と
で
の
か
か
る
配
転
へ
の
日
逝
労
組
員
の
抵
抗
意
識
の

強
化
は
実
態
調
査
数
字
の
う
え
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
「
全
日
通
組

合
員
の
意
識
調
査
」
(
『
総
評
・
調
査
月
報
』
七
一
年
一

0
・
一
一
月
号
)
参

昭
…
。

(
H
H
ω
)

七
一
年
八
且
に
人
間
科
学
研
究
所
が
一
・
二
部
上
場
会
社
の
労
組
入
四
五

に
つ
い
て
お
こ
な
っ
た
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
シ
ス
テ
ム
化
に
も
と
づ
く
配
転

(
現
場
労
働
力
組
織
の
変
更
や
囚
組
三
交
替
な
ど
の
交
替
勤
務
を
含
む
〉
を
重

視
す
る
組
合
数
は
全
体
の
四
四
・
五
形
で
最
高
で
あ
り
、
つ
い
で
労
働
強
化
な

ど
と
な
っ
て
い
る
(
人
間
科
学
研
究
所
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
労
働
組
合
』
二
五

ペ
ー
ジ
)
。

(

H

H

C

本
誌
二
四
巻
三
号
、
二
二
一
ペ
ー
ジ
。

公
民
)
『
事
務
と
経
営
』
、
七
二
年
八
月
号
、
五
三
ペ
ー
ジ
。

(

H

H

S

総
評
勺
情
報
化
u

の
動
向
と
労
働
組
合
の
諜
題
』
、
『
日
本
経
済
新
聞
』
、

七
二
年
四
月
一
二
口
な
ど
参
照
。

(
H
H
4
)

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
論
じ
え
な
い
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
事
実
を

整
理
す
る
う
え
で
、
情
報
処
理
学
会
規
格
委
員
会
編
『
電
子
計
算
機
の
国
際
標

準
化
』
、
日
本
規
格
協
会
『
J
I
S
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
|
|
情
報
処
理
』
、
司
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
白
書
(
七
二
年
版
〉
』
な
ど
が
利
用
で
き
る
。

ハH
H

∞
)
『
朝
日
新
聞
』
、
七
ニ
年
七
月
二
六
日
。
な
お
つ
い
で
な
が
ら
、
国
際
的

な
経
営
管
哩
ょ
の
新
し
い
論
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
り
つ
ま
り
、
こ
の
引
用
文



に
み
ら
れ
る
被
支
配
外
国
企
業
の
経
営
情
報
を
即
時
に
母
国
本
社
(
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
)
で
掌
握
す
る
方
向
は
、
被
支
配
企
業
持
株
に
つ
い
て
「
一

C
O
%主
義

を
放
棄
」
し
て
な
お
か
つ
支
配
・
管
理
の
可
能
性
を
強
め
て
い
る
と
い
う
事
態

ハ
た
と
え
ば
『
日
本
経
済
新
調
』
七
二
年
一
月
一
五
日
参
照
)
に
つ
い
て
で
あ

る
。
そ
こ
で
の
現
地
入
社
長
は
、
極
端
に
い
え
ば
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
で
数
お
お
く

配
量
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

(
己
申
)
『
日
本
経
済
新
聞
』
七

O
年
一

O
月
一
一
一
ニ
目
、
『
朝
日
新
聞
』
七
二
年
七

月
二
六
日
。

(
H
N
C
〉
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
ト
ピ
ァ
円
七
二
年
六
月
号
。

C
M
H〉
『
世
界
政
治
資
料
』
七
一
年
六
月
上
旬
号
、
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
以
下
。

ハH
N
N
)

か
か
る
分
析
は
多
数
み
ら
れ
る
が
、
本
稿
の
論
点
に
関
連
し
て
参
考
と
な

る
最
新
の
論
積
一
つ
だ
け
掲
げ
て
お
こ
う
。
戸
木
田
嘉
久
「
現
代
帝
国
主
義
と

労
働
組
合
運
動
」
、
『
経
済
同
七
二
年
一

O
月
号
。

経
営
計
画
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
(
一
一
一
U

一
五
三




